コンピュータミシン 


取扱説明書 





• ご使用になる前に必ず取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。 
♦取扱説明書はなくさないように大切に保管し、いつでも手にとって見!5れる 
ようにして < ださい。 





















付属品を確認して < だをい 






箱をあけたら、まずじ(下の付属品び揃っているか確認してください。不足しているとさや破損している 
とさは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


付属品 



箱の中には(下のものび入っています。 

■ 本体 • J \— ドケース 

ミシン本体です。ミシンを使用しないときは、 
ケースに入れて収納してください。（部品コー 
ド： XCS 360-15]) 


■ 保証書 

ミシンを修理するときなどに必要です。大切に 
保管してください。 



■ フットコント □ーラー 

ミシンを足で操作するときに使用します。（部品 
コード： XC 1158-051) 




■ 取扱説明書 

本書です。大切に保管してください。馆 P 品コー 
ド： XC 4664-0 己]) 


■ 早見表（下糸の準備/上糸の通し方） 

下糸の準備から上糸を通すまでの手順び確認で 
きます。（部品〕ード： XC 4 己01 -051) 



■ 早見表（ミシンの設定/模様の選択） 

S シンの設定と模様の選択の手順び確認でさま 
す。（部品コード： XC 4588-051) 



■ 取扱説明ビデオ 

ミシンの基本的な使い方をビデオで紹介してい 
ます。馆帖 A コード： XC 4 己日3-日日]) 


■ 糸こま押え 

上糸をセットするときに使用します。糸こまの大 
きさによって[ガ[中][ル]を使い分けます。馆 P 
品つード：[大] ] 30 0] S -0 己4,[中] X 己己 S 60- 
153,レ」。130013 -154) 



•糸こま押え[中]は、購入時にミシンの糸 
たて棒にセツトされています。 

■ 補助糸たて棒 

2本針を使用するとさに、下糸巻さ軸に差し込ん 
で2色目の糸こまをたてます。（部品コード： 
XC 46 己 4-0 己]) 


■ ドライバー 

ミシン針を交換するときなどに使用します。 
(音も贾コード： X 己己467-日己]) 







表紙 A 






各部の名前とはた 5 き 


五 


ここでは、ミシンの各部の名前とはたらさを説明します。ミシンを使用する前に、よく読んで名前を覚 
スておをましよつ。 


前面 




@下糸卷さ案内 


⑤上ふた 
® 下糸巻さ装置 


® 表示パネル 

⑧ スピードコント□—ルレバー 


® 糸案内板/ ( D 糸案内カバー 

上糸を通すとさに糸をかけます。 

③糸たて棒 

糸こまを差し込みます。 

©下糸卷さ案内 

下糸をボビンに巻くとさに糸をかけます。 

⑥上ふた 

このふたを開いて糸をセツトします。 

⑥ 下糸巻き装置 

下糸をボビンに巻くとさに使用します。 

⑦ 表示パネル 

めいちを選択します。（^表紙曰 


⑨ スピードコント□—ルレバー 

めう速さを調節します。 

® 操作スイッチ 

ミシンをスタートさせたり、自動で糸を切るとさに 
使用します。（^表紙〇) 

⑩ 補助 テーブル 

この中に押えやボビンなどを収納します。袖□など 
の筒ものをめうとさは、ここを外します。 

⑩糸切り 

ここに引っかけて糸を切ります。 

⑩糸通し レバー 

針に糸を通すとさに使用します。 


表紙 B 


















































































る部の名前とはた 6 を 


針-巧え部分 


>も側面•背面 



©ボタン穴かびりレバー 



® ボタン穴かびりレバー 

ボタン穴かびりやかんどめをするとさに使用します。 

( D 糸案内皿 

糸通し装置を使って針に糸を通すとさに、ここに糸 
を通します。 

( D 針棒糸かけ 

上糸をかけます。 

④針板 

まっすぐにめうための目盛りび付いています。 

©針板ふた/蓋 

ここを開けて、蓋にボビンをセットします。 

⑥ 送り歯 

めうち向に布地を送ります。 

⑦ 巧ぇ 

布地を押さえます。7種類の押えび付属しているの 
で、めいちに合った押えをセットします。 

® 巧え ホルダー 

押えを取り付けます。 


© 巧え圧ダイヤル 



® 巧え圧ダイヤル 

布地を押さえる強さを調節します。 

③ハンドル 

ミシンを移動するとさは、ここを持って持ち上げま 
す。 

③ プ ー IJ — 

めい目を]針ずつ送ったり、針を上げ下げするとさ 
に手前に回します。 

④ 換気 □ 

モーターの換気用の穴です。ミシンを設置するとさ 
は、ここをふさびないようにしてください。 

©電源スイッチ 

電源を入れるスイッチです。 

⑥フッ トコント□—ラージャック 

ここにフットコント□ーラーのプラグを差し込みま 
す。 

® 電源コード 

家庭用電源コンセント ( AC 100 V ) に接続します。 
⑨ド □ップ レバー 

送り歯を下げるときに使用します。 


险を 知が） 

参表紙目または表紙 D • E を開いた状態でページを 
めくっていくと、操作しなびら各部の名前などび 
確認でさます。 


表紙 C 










































操作スイツチ 



S シンの基本的な操作び手ちとでできます。 


( D 返しめいスイッチ 


© スター ト/ストップスイ 



® スタート/ストップスイッチ^ 

ミシンをスタートまたは停止します。めい始めとス 
イッチを巧している間は、ゆっくりとめいます。停 
止すると、針は下びった（布地に刺さった）状態で 
止まります。詳細は「ミシンをスタートさせる」（一 
P . 己 1) で説明します。 

ミシンの状態によって、スイッチの色び緑•ホ•才 
レンジに点好します。 

緑：ミシンびスタートでさる状態、またはめって 
いるとさ 

ホ：ミシンびスタートでさない状態のとさ 
オレンジ：下糸卷さ軸びち側になっているとさ 

( D 返しめいスイッチ (5) 

スイッチを押している間、返しめいまたは止めめい 
をします。返しめいの場合はスイッチを押している 
間、逆ち向にめいます。止めめいの場合は、同じ場 
所で3〜己針めってから止まります。詳細は「ほつ 
れ止めをする」（一 P . 己 3) で説明します。 

@針上下スイッチ ( J ) 

針の位置を上または下に切り替えます。続けて押す 
と、]針めえます。 

@糸切りスイッチ@ 

めい終わったとさにこのスイッチを押すと、上糸と 
下糸び切れます。詳細は「糸を切る」卜 P . 己日）で 
説明します。 

⑥スピードコント□—ルレバー 

ミシンの進む速度を調節します。 

⑥巧え レバー 


押えを上げ下げします。 



• 糸を切ったあとは、糸切り操 
作をくり返し行わないでくだ 
さい。針巧れや糸が5み、故 
障の原因となりまず。 


お願い 1 

\ 

の wr み 一 J 

! 

やミシンび動いているとさは、糸 
巧さないで <ださい。 

、糸やナイ□ン糸など特殊な糸を 

W 則面の糸切りを使用してくださ 
胡る」（一 P . 己己）で説明します。 

参布地びない状態' 
切りスイッチを; 
参3日番上の太し 
切るとさは、本た 
し、詳細は「糸を 


表紙 D 





































表巧パネル 

前面ち側の表示ノてネルには、液晶画面とめい方を設定するキーび付いています。 




④組み合せ キー 
⑥削除 キー 

⑥ 矢印 キー 

⑦ 0 K キー 

® もどる キー 
® 設定 キー 


® 液晶画面 

選択した模様の設定値や、間違えて操作したとさの 
エラー メ ッセージな どび表示されます。下の ②〜 
⑨のキーを使って項目を表示させたり設定したりし 
ます。詳細は「液晶画面の見ち」（一 P .16) で説明 
します。 

( D 使い方キー 

使い方を確認するとさに巧します。上糸通し-下糸 
セット-下糸巻さ-巧え交換についての簡単な説明 
び表示されます。 


©矢印 キー 

液晶画面に表示された項目を切り替えるとさに、移 
動するち向のキーを押します。また、▼^は設定 
値を減らすとき、 ▲ ► は設定値を増やすときにも 
使用します。 



⑦ 0 K キ — W 

表示した項目を決定するとさに押します。 


③模様選択キ-の 

模様の種類を選択するとさに巧します。 


® ちどるキー 

液晶画面の表示を]つ前の表示にもどすとさに押し 
ます。 


@組み台せキー© 

文字や飾り模様を組み合わせてめラとさに、模様を 
追加します。 

©削除キー© 

文字や飾り模様を組み合わせてめラとさに、追加し 
た模様を削除します。 


® 設定 キー@ 

自動返しめいなどのめいちを設定したり、ブヴー音 
の言受定などをするとさに巧します。 

⑩ダイレクト還択キー 

よく使ラ ] 2の模様びキーで直接選択でさます。詳 
細は「模様を選ぶ」(- P .69) で説明します。 


表紙 E 


































黄 

ホ 
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ニッ S 用金 


付属品を確認して<だをい 


□ ジグザグ巧え < J > 

馆揣]コード： XC 3 日21-日己 1) 



巧え固定ピン 

参購入時は、押えホ J レダーに取り付けられています。 

□ ボタン付け}甲え < M > 

馆 K 品〕ード：130489-00]) 



□ 模様めい}甲えく N > 

馆觸〕ード： X 己3840-30]) 



□ まつりめい}甲えく R > 

馆 K 品コード： X 己64日9-日日]) 



リッパー 

めい目をほどいたり、ボタン穴を切り開くとき 
に使用します。括臨〕ード： X 己 4243-00 1 ) 



■ ボビン 

下糸を巻いて使用します。本機専用のちのび 
4個付属しています。そのうちの]個は、購 
入時に蓋にセットされています。馆 P 品コー 
ド： X 80309-00 S [己個セット]) 

貸 

■ミシン針 （ HAX 1) 

4種類（計6本）の針び付属しています 。糸 
の太さや布地によって使い分けます。 

詳細は「針の種類と使い分け」卜 P .36) で 
説明します。馆 K 品〕ード： XC 1日96-日己]) 


■ はとめ穴ノじ/チ 

はとめ穴をあけるとさに使用します。（部品 
つード':135793-001) 



■ S シンブラシ 

蓋などの細かい部分のほこりを取り除くとさ 
に使用します。鄉品コード: X 己9476-日己]) 



■糸こまネット 

張りび強い糸をセットするとさに使用しま 
す。（音も贾つード： XA 己己 23-0 己日） 



■押え （7 種） 

めい方に合った押えび用意されています。押 
えには A • G • I • J • M • N • R の記号び記さ 
れています。 

□ ボタン穴かがり}甲えく A > 

馆 K 品コード： XC 269]- 日已]) 



□ たち目かびり}甲え < G > 

馆 K 品コード： X 己] 162-001) 



□ 片押えく 1> 

(音に品つード： X 己9370 -0 己]) 



本本本本 
2 2 11 

14 6 1 

#### 


1 
























■ 2 本針 

2色の糸を同時に使用して、平行に模様をめう 
ときに使用します。馆盼□コード： X 己 9296- 
001 ) 



■ トレイ 

補助テーブルの中にセットし、押え、リッ 
パー、ボビンを収納します。（部品コード： 
XC 4489-0 己]) 
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はじめに 


五 


このたびは、当社の製品をお買い上げいたださ、まことにありびとうございます。 

お使いになる前に「安全にお使いいただくために」（一 P .7) をよくお読みいただき、この取扱説明書 
をご覧になり各機能の正しい使いちを十分にご理解の上、末永くご愛用ください。 

また本書は、読み終わったあとを、いつでもご覧になれるところに保管してください。 


製品の特長 


五 


■ 上糸通しび簡単です 

糸こまを本体前側にセツトするので、 
上糸通しび簡単です。また針に糸を 
通すのち^でできます。（^ド.2货 


■ 下糸卷をび簡単です 

下糸巻さび簡単で早<でさ 
るよラになりました。 

(一 P .22) 



■ワンタツチで下糸準備び完了 


下糸を引さ上げなくてちめラことび 
でさます。（一 P .2 目） 
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押えを交換するには . 

押えに関する注意 . 

押えを交換する . 

押えの圧力を調節する . 

押えホルダーを外すとさ . 

ウオーキングフットを使用するとさ 


付属品を確認して < ださい . 表紙 A 

付/禹 nn . 表紙 A 

各部の名前とはた5さ . 表紙 B 

前® . 表紙 B 

針•巧え部分 . 表紙に 

ち側面•背面 . 表紙に 

操作スイッチ . 表紙 D 

表示パネル . 表紙 E 

別売オプション . 表紙 F 

はじめに . 3 

誤□□の巧な . 3 

安全にお使いいただくために . 7 

1め5前の準備 . 13 

電源を入れましょう . 14 

電源に関するを意 . 14 

電源を入れる .] 已 

電源を切る .] 已 

液晶画面の見方 . 16 

ミシンの使い方を調べるとさ . 17 

ミシンの設定を変更する . 18 

設定の変えち . 18 

針停止位置の変更 . 20 

画面の明るさを調節する . 20 

表示言語を切り替えるとさ . 21 

下糸をセットしましょう . 22 

ボビンに関する注意 . 22 

下糸を巻く . 22 

下糸をセットする . 26 

上糸を通しましょう . 28 

上糸を通す . 28 

針に糸を通す . 31 

2本針を使ラとさ . 32 

張りび強い糸を使ラとさ . 34 

下糸を引さ出してからめラとさ . 3已 

針を交換するには . 36 

針に関するを意 . 36 

針の種類と使い分け . 36 

正しい針の見分けち . 37 


朗 


9 9 112 
3 3 4 4 4 
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筒ものや大きいものをめうとき ..... 

筒をのをめラとさ . 

大さいをのをめラとさ . 

2めい方の基本 . 

めつてみましよう . 

ミシンかけの手順 . 

布地をセットする . 

ミシンをスタートさせる . 

ほつれ止めをする . 

糸を切る . 

糸調子を調節する . 

糸調テとは . 

上糸の調子を変更する . 

模様の幅と長さを調節する . 

模様の幅を調節する . 

めい目の長さを調節する . 

便利な機能 . 

自動で止めめいをする . 

自動で糸を切る . 

模様の設定値を登録する . 

上手にめ5コツ . 

試しめいをする . 

めラ方向を変える . 

カーブをめラ . 

厚い布地をめう . 

薄い布地をめう . 

伸びる布地をめう . 

めいしろの幅をそろえる . 

3いろいろなめい方 . 

めい方を選びましょう . 

模様の種類 . 

模様を選ぶ . 

めいしろを始末する . 

く G > 押えを使ったたち目かびり . 

< J > 押えを使ったたち目かびり . 

サイドカッター押えを使ったたち目かびり 

地めいをする . 

しつけめい . 

地めい . 

ずそ上げをする . 

ボタン穴をかがる . 

ボタンホールを作る . 

ボタンを付ける . 

ファスナーを付ける . 

つさ合わせ . 

片返し . 

伸びる布地やゴムテープをめう ..... 

伸縮めい . 


4 4 4 7 39日 13已目目目 8890 0 134444 5 666 7 3891123已已已79日4目673日 
^44 が 4 日日 55 日日な 55 が 目目目目目目6目66 が 目 67777刀 77 88 が 88 が 9 
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ゴムテープ付け . 90 

アップリケ/パッチワーク/キルトをめう . 92 

アップ U ケ . 92 

パッチワーク（クレイジーキルト） . 94 

ピーシング . 94 

キルティング . 9已 

フ U - モーションキルト . 96 

サテンめい . 98 

丈夫にしたいところをめ5 . 99 

兰重めし'\ . 99 

かんど& . 99 

つ<ろいめい（ダーニング） . 101 

はとめ穴を作る . 103 

飾りめいをする . 104 

フアゴティング .] 日已 

スカラップ . 106 

スモッキング . 106 

シェルタック . 107 

つさ合わせ . 108 

ヘアルーム . 109 

いろいろな模様をめう . 112 

模様をされいにめラには . 112 

模様のめいち . 112 

模様を組み合わせる . 113 

模様をくり返しめラ . 114 

指定した模様を確認する .]] 己 

模様の大ささを変える . 116 

模様の密度を変える . 117 

模様の長さを変える . 118 

模様を反転する . 119 

模様を登録する . 120 

模様を調整する . 121 

4付録 . 123 

模様設定一胃 . 124 

実用模様 . 124 

その他の模様 . 128 

お手入れ . 131 

本体表面の掃除 . 131 

蓋の掃除 . 131 

困ったとさ . 133 

エラーメッセージ . 136 

液晶画面に何を表示されないとさ . 137 

糸調テを簡単に変えたいとさ . 137 

胃巧 . 137 

電子音を消したいとさ . 138 

上ふたび外れたとさ . 138 

アフターサービス . 139 

仕様 . 140 

本体仕様 . 140 

索引 . 141 
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本書で使用している絵文字の意味は次のとおりです。 


0 

特定しない禁止事項 


分解してはいけません 

(§) 

水に濡5してはいけません 

〇 

特定しない義務行為 

运 

電源プラグを抜いてください 


特定しない危険通告 

感電の危険があります 

乂災の危険があります 

やけどの危険がありまず 


1 ^ 


まをにお巧いいただ<ために 



本書および本機で使われている表示や絵文字は、本機を安全に正しくお使いいただき、お使いになるち 
や他の人々への危害や損害を未然に防ぐためのちのです。 

その表示や意味は次のとおりです。 


警告 
ま意 


• この表示を無視して誤った使い方をすると、人が死 t : または重傷を負う危険が想定される 
内容を示しています。 


• この表示を無視して誤った使い方をすると、人が傷喜を負うを険が想定される内容および 
物的損喜のみの発生が想定される内容を示しています。 
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本製品を安全にお使いいただくために、(下のことびらを守ってください。 



2 


€ 


• 一般家庭用電源 AC100V の電源於外では、絶対に使用 
しないでください。乂災•感電 • 故障の原因となります。 



•於下のようなときは電源スイッチを切り、電源プラグを 
抜いてください。乂災•感電-故障の原因となりまず。 


-ミシンのそばを離れるとき 
-ミシンを使用したあと 
-運輯中に停電したとき 
-接触不良、断線などで正常に動作しないとき 
-雷が鳴りはじめたとき 



0 

A 

0 

A 


• 延長コードや分岐コンセントを使用した、たこ足配線は 
しないでください。乂災•感電の原因となります。 


• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 
感電の原因となります。 





A 


• 電源プラグを抜くときはまず電源スイッチを切り、必ず 
プラグの部分を持って巧いてください。電源コードを 
弓Iっ張って抜くとコードが傷つき、乂災•感電の原因と 
なります。 




1 


•電源コードを傷つけたり、破損したり、カロエしたり、無 
理に®ばたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり 
しないでください。また、重い物を載せたり、加熱した 
りすると電源コードが破損し、乂災•感電の原因となり 
まず。電源コードまたは電源プラグが破損したときはミ 
シンの使用をやめて、お近くの販売店または「ミシン 
119番」フ U— ダイヤ J レ0120 -340-233 にご連絡< 
ださい。 
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• 長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセント 
か5抜いてください。乂災の原因となります。 




直射日光の当たるところや、ストーブ、アイ□ンのそば 
など温度の高いところでは使用しないでください。ミシ 
ンの使用温度は〇〜40でです。ミシン内部の温度が上 
がったり、ミシン本化や電源コードの皮膜が溶けて乂 
災•感電の原因となりまず。 



•スプレー製品などをご使用の部屋では使用しないでくだ 
さい。スプレーへの引乂によるやけどや乂災の原因とな 
ります。 


節 


• ぐ5ついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に 
は置かないでください。バランスが崩れて倒れたり、落 
下などしてケガをする原因となります。 



• ミシン本体の換気□をふさがないでください。換気□は、 
必ず壁か530 cmlU 上離してお使いくださし^。また、換 
気□や フッ トコント□ーラーに糸くずやほこりがたま5 
ないようにしてください。乂災の原因となります。 



• ミシン本体の上に巧びんや水の入った容器を置くなどし 
て、ミシン本体に水をこぼさないでください。万一、内部 
に水などが入った場台は、電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントか5抜いて販売店または r ミシン119蚕」 
フリーダイヤル01 20-340-233 にご連絡ください。そ 
のまま使用すると乂災-感電の原因となります。 



•換気□や内部に異物を入れたり、ドライバーなどを差し 
込まないでください。高圧部に触れて感電のおそれがあ 
ります。万一、異物が入った場合は、使用をやめてお近 
くの販売店または「ミシン！19番」フリーダイヤル 
0120-340-233 にご連絡<ださし、。 



C 0A 0A- 0A 0A- 0AC 
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参ミシン本化の重さは約 8kg あります。ミシン本化を持ち 1 

V 運びずる際は急激、または不用意な動作をしないでくだ 

さい。腰や膝を痛める原因となりまず。 1 とこ 

よ 

• ミシン本化は、必ず八ンドルを持って持ち運びをしてく 

V ださい。他の部分を持つとこわれたりすべって落とした 1 ■'< 

りして、ケガの原因となります。 こ 

も 

A • ミシン本体には取扱説明書に記載されている正規の部品 4 , r 

™ を使用してください。他の部品を使用するとケガ-故障 —も 

の原因となります。 B 广 


^ • お客様ご自身での分解、修理および改造は行わないでく 

ださい。乂災•感電-ケガの原因となります。指定 m 外 G ■ 

の内部の点検-調整-掃除-修理は、お近くの販売店ま :尸 

たは!■ミシン 119 番」フリーダイヤル 0120 -340-233 グ 

にご依頼ください。 

.を..;. 

A • 取扱説明書に記載されている整備は、必ず電源プラグを 
^ コンセントか 5 抜いて行ってください。ケガ-感電の原 

因となります。 ^ 

な 

/< r \ • ミシン操作中は、針の動きに十分注意してください。ま W 

た、針、プーリーなど、動いているずベての部品に手を .Q 

近づけないでください。ケガの原因となります。 t ^ 


^ •縫製中、巧地を無理に引っ張ったり、押したりしないで 

ください。ケガ-針がれの原因となります。 、 

貧 

•針の下などに指を入れないでください。ケガをするおそ P ク。 

讓りまず。 

A • 上糸、下糸等に関する操作については、取扱説明書の指 、，‘ 

™ 示に従って正しく行ってください。取り扱いを誤ると、 \ り ff 式 

縫製中に糸が 5 み等が発生し、針が巧れたり、曲がった 
りずるおそれがありまず。 

P ' 

リ 






















0 


• 曲がった針は絶対に使用しないでください。針がれの原 
因となります。 



A 


•万一、ミシン本体を落としたり、破損したり、故障した 
りした場合は、ただちに使用をやめてお近くの販売店ま 
たは r ミシン119番」フリーダイヤル01 20-340-233 
にご連絡ください。そのまま使用すると乂災•感電の原 
因となります。 



I 


•万一、煙が出ている、変な臭いがする、異常音がするな 
どの状態のときはすぐに電源プラグをコンセントか5抜 
いて、お近くの販売店またはにシン119番」フリータ’ 
イヤル01 20-340-233 にご連絡ください。そのまま 
使用すると乂災•感電の原因となりまず。お客様による 
修理は危険ですか5絶対に行わないでください。 




• ミシン本体が入っていた袋は、お子様がかぶって遊ばな 
いように、お子様の手の届かないところに保管するか廃 
案してください。かぶって遊ぶと窒息のおそれがありま 
す。 



客 


• お子様の玩具として使用しないでください。お子様がご 
使用になるときや、お子様の近くでご使用になるときは、 
お子様がケガをしないよう十分注意してください。 



fli ぉ願ぃ j 

参このミシンは曰本国内向け、家庭用です。外国では使用でさません。 

This sewing machine can not be used in a foreign country as desi 呂 ned for Japan . 
職業用としてご使用になった場合の保証はいたしかねますので、ご了承ください。 

参仕様および外観は品質改良のため、予告なく変更することびありますのでご了承ください。 

参本書の内容を許可なく無断で複製することは禁じられておりますので、ご了承ください。 

参本書の内容は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。 

♦ 本書の内容について、万一不審な点や誤りなどお気づさの点びありましたらご連絡ください。 






























1 め 5 巧の準備 

ここでは、めう前に必要な準備を説明しまず。 

電源を入れましょう . 14 

漱晶画面の見方 . 1 D 

S シンの設定を変更する . 18 

下糸をセツトしましょう . 22 

上糸を通しましょう . 28 

針を交換ずるには . 36 

押えを交換するには . 39 

筒らのや大きいらのをめうとき . 44 











•延長コードや分岐コンセントを使用した、たこ足配線はしないでください。乂 
災•感電の原因となります。 

• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となりまず。 

•電源プラグを抜くときはまず電源スイッチを切り、必ずプラグの部分を持って抜 
いてください。電源コードを引っ張って抜くとコードが傷つき、乂災•感電の原 
因となります。 

•電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲ずたり、引っ張っ 
たり、ねじったり、たばねたりしないでください。また、重い物を載せたり、カロ 
熱したりずると電源コードが破損し、乂災•感電の原因となりまず。電源コード 
または電源プラグが破損したときはミシンの使用をやめて、お近くの販売店また 
は「ミシン119番」フリーダイヤル0120 -340-233 にご連絡ください。 

•長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントか!5抜いてください。乂 
災の原因となります。 


•一般家庭用電源 AC100V の電源外では、絶対に使用しないでください。乂 
災•感電-故障の原因となります。 

•於下のようなときは電源スイッチを切り、電源プラグを抜いてください。乂災 • 
感電•故障の原因となります。 

-ミシンのそばを離れるとき 
-ミシンを使用したあと 
-運輯中に停電したとき 
-接触不良、断線などで正常に動作しないとき 
-雷が鳴りはじめたとき 


めラ前の準備 


電源を入れましよラ 



ミシンの電源を入れます。 

電源に関する注意 

電源について気をつけなければいけないことを説明します。 


3 


0 ^ 


0 ^ 
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電源を入れる 


A 本化ち側面か5電源コードを引き出しま 

電源プラグを持って引っ張ってください。 



〇 


•電源コードの端には、ホのテープび巻い 
てあります。この印び見えたら、電源コー 
ドをそれ iu 上引き出さないでください。 

電源プラグを家庭用電源コンセント 
(AC100V) に差し込みます。 



© 


本体ち側面の電源スイッチのち側 （ I側） 
を押します。 



電源を切る 

ミシンを使い終わったら、電源を切ります。また、ミ 
シンを移動するとさは、必ず電源を切ってから移動 
して < ださい。 

A ミシンが止まつていることを確認しまず。 

A 本体も側面の電源スイッチの左側(〇側） 
、方 を押しまず。 



>電源び切れ、ランプび消えます。 

& 電源プラグをコンセントか5抜きます。 

電源プラグを持って抜いて<ださい D 

A 電源コードを1〜日 cm ほど引いてか!5 
— ^ 手を離しまず。 

>電源コードび本体に収納されます。 


歷 お願い 


♦ 電源を切ると、模様の設定は消去されます。 

参運転中に停電び発生したときは、電源スイッチを 
切つてから電源プラグを抜いてください。再度ミ 
シンを動かす場合は、手順に従って正しく操作し 
て < ださい。 


>電源び入り、手ちとランプと液晶画面び点好 
します。 


めラ前の準備 


電源を入れましよラ 
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めラ前の準備 




液晶画面の見方 



本体前面ち側の液晶画面には、選択した模様の設定値や、まちびえて操作したときのエラーメッセージ 
などび表示されます。 

電源を入れると液晶画面び点なし、次の画面び表示されます。 


使用ずる巧え 



1本針または2本針 



めい目の長さ （ mm ) 
ジグザグの振り幅 （ mm ) 
上糸調子 


@ お知らせ^ 

♦ 操作をまちびえたとさに表示されるメッセージについては、「エラーメッセージ」 (- P .136) を参照してくださ 
い。 


16 
























ミシンの巧い方を調べるとを > 

押え交換-上糸通し-下糸巻さ-下糸セツトの簡単 
な説明を、液晶画面に表示することびでさます。 

9 電源を人れます。 



>液晶画面び点好します。 

Q 表示パネルの使い方キーを押します。 

>ミシンの使いち画面び表示されます。 


^に 

P 16 リ 、— 

©見 終わった!5、@ (0 K キー）を押し 
一まず。 

>最初の画面にもどります。 


卜麥 ぉ願ぃ J 

\ 

} 

説明は、本書のそれぞれのページ 
さい。 

♦ 各項目の詳しい; 
を参照して<だ 


0 


▲ (矢印キー）を押して、表示 

ずる項目を反転表示させまず。 


巧え交換 上糸通し 



Q 0 (0 K キ -) を押しまず。 

>選択した項目の最初の説明画面び表示されま 
す。 


@ ▼ を押して次の画面に切り替えます。 

▲ を押すと前の画面にもどります。 


[例]上糸通し 
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めラ前の準備 


S シンの設定を変更する 


S シンの動作やめいちの設定びでさます。 

設定の変え方 

設定を変更するとさの基本的な操作を説明します。 

〇 電源を人れます。 



>液晶画面び点灯します。 

A 表示パネルの® (設定キー）を押します。 

>設定画面び表示されます。 

(矢 E ロキー）を押し、設定す 
^ る項目を反輯表示させまず。 



い X 


ihE 

西? 

]■? 側種 

\vnw 

階 a 想 OD <] を- 

tI 3 ：1^1 


〇 © (0K キ -) を押しまず。 

>選択した項目の設定画面び表示されます。 



Q 0 (0K キ -) を押します。 

>最初の画面にもどります。 


(矢 E ロキー）を押して、設定 
、方 を魏します。 
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>設定び変更されます。 





















■ 設定項目一覧 

設定できる内容を紹介します。各項目の詳細は、それぞれのページを参照してください。 


機能 

表示 

内容 

参照ページ 

糸調子 


糸調テを調節します。 

P. 已6 

自動止めめい 

n 

自動止めめいを設定します。 

P.60 

自動糸切り 

X 

プ□グラム糸切りを設定します。 

P.61 

確認 

/ABC 

組み合わせた模様を確認します。 

P .1 15 

ちも反転 


模様の左ちを反転します。 

P .1 19 

模様の長さ 

角 

H - H 

サテンステッチの長さを変更します。 

P .1 18 

大きさ 

A 回 

模様の大ささの大-ルを切り替えます。 

P .1 16 

連続/単独めい 


模様を]回だけめうか、連続してくり返しめう 
か設定します。 

P .1 14 

模様の密度 

Wi 

模様の密度を変更します。 

P .1 17 

設定記憶 

西 ¥i 

調節した模様の糸調子•幅-長さの値を登録し 
てお < ことびでさます。 

P.63 

針位置 

: y 

ミシンを止めたとさの針の停止位置を変更しま 
す。 

P.20 

2 本針 


2本針の設定をします。 

P.32 

振り幅 コント□—ル 

‘鹏 

スピードコント□ールレバーでジグヴグの振り 
幅を変更でさるように設定します。 

P.9 己 

言語 

®(0D 

液晶画面に表示する言語を切り替えます。 

P.21 

ブザー 

<1 。 

操作音を鳴らすか鳴らさないかを設定します。 

P .138 

画面の調整 


画面の明るさを調節します。 

P.20 

模様調整縦 

こ IHI 

模様の前後ち向の補正をします。 

P .121 



ミシンの設定を変更する 
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針停止位置の変ち 

購入時は、ミシンを止めたときに針び布地に刺さっ 
た状態で止まるように設定されています。針び上 
びった状態でミシンび止まるように、設定を変更す 
ることびでさます。 


〇 


表示パネルの （D (設定キー）を押し、 
▲ (矢 E ロキ ー） を押して：りを 

反輯表示させます。 


畦 


回回り M 

西 gaiy 邮 


Q 0 (0 K キ -) を押します。 

>針位置を変更する画面び表示されます。 


延 …, 


11 

nM 


@ ► を押して i 5!_ を反転表示させまず。 

◄ を押すと、了けにちどります。 


趣 . 

11 


>針び上で止まるように設定されます。 

〇 © (0 K キ -) を押しまず。 


画面の明るさを調節する 

液晶画面の明るさを調節します。 

0 表示パネルの® (設定キー）を押し、 
▲ ▼ ◄ ► (矢 EP キー）を押して d を 
反転表示させまず。 


卜进 r 哦 m <1を 


〇 ® ( OK キー）を押します。 

>明るさを設定する画面び表示されます。 


量—み 


0 


明るくするときは ◄ (-)、暗くすると 
きは ► (+) を押します。 


量—み 


>画面の明るさび変わります。 

〇 0 (0 K キ -) を押します。 

>最初の画面にもどります。 


>最初の画面にもどります。 
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表巧言語を切り替えるとを 


液晶画面に表示する言語を切り替えることびでさま 
す。購入時は、日本語に設定されています。 



表示パネルの （D (設定キー）を押し、 
▲ ▼ ◄ ► (矢 EP キー）を押して憑画 
を反輯表示させます。 


Id 巧貫 ViHW 


@0 (0 K キ -) を押します。 


>言語を選択する画面び表示されます。 

@ ◄ または ► を押して、使用する言語を 
表示します。 

曰本語/英語/ドイツ語/フランス語/ 
イタ U ア語/オランダ語/スペイン語/ 
デンマーク語/ノルウェー語/スウェー 
デン語/フィンランド語/ポルトガル語 
/□シア語/韓国語/その他から選択で 
さます。 


延_ 

14日本記 〇 


>表示言語び設定されます。 

Q 0 (0 K キ -) を押しまず。 


>最初の画面にもどります。 








めラ前の準備 


下糸をセットしましよラ 



下糸用の糸をボビンに巻いてから、ミシンにセツトします。 


ボビンに関する注意 



ボビンに関して気をつけなければいけないことを説明します。 


〇 


• 必ず専用ボビン馆 B 品コード： X 80309-002) を使用してください。他のボビ 
ンを使用すると、ケガ•故障の原因となりまず。 

•付属のボビンは本機専用のものです。従来品を使用すると、正しく動作しませ 
ん。必ず付属品、または専用ボビンほ B 品コード： X 80309-002) を使用して 
<ださい。 

実物大 


11 ■已 mm 


専用品 


従来品 


下糸を卷< 

下糸用の糸をボビンに巻さます。糸とボビンを用意してください。 




@ お知らせ \ 

♦下糸を巻くとさの糸を通す順番び、本体に点線で示されています。そちらをあわせて見てください。 
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o 


電源を入れます。 



o 上ふたを上に開けまず。 



Q ボビンのミゾと下糸巻き卽バネの位置を 
^ 含わせて、ボビンを軸に差し込みます。 


S ゾ 



Q 軸にセツトしたボビンをち側に押します。 



© 


糸たて棒に差し込んである糸こま押えを 
抜きまず。 



を 下糸用の糸こまを糸たて棒に差し込みます。 

糸こまを横にして、下側から手前に糸び 
出る向さにして差し込みます。 



〇 


•正しい向さにセットしないと、糸たて棒 
に糸びからまることびあります。 

糸こま押えを糸たて棒に差し込みます。 

糸こま押えは、丸みをおびている面を左 
側にして、糸こまび糸たて棒のち端まで 
いくようにちいつぱいまで差し込みます。 



•糸こま押えは[大][中][ル]の3種付属 
しています。糸こまの直径より大きい糸こ 
ま押えを使用してください。購入時は、糸 
たて棒に糸こま押え[中]びセツトされて 
います。 

糸こま巧えけ d 糸こま巧え[中] 



L 


J 


■糸こま- 

• 綾巻き（チーズ巻き）の糸こまを使用する 
ときは、糸こま押え[ル]を使用し、糸こ 
まから少し離してセツトします。 




下糸をセットしましよラ 
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めラ前の準備 



A 

〇 


• 糸こまの向きや糸こま押えが 
正し< セツトされていないと、 
糸たて棒に糸がか!5まり、針 
がれの原因となります。 


•糸こま巧え[大][中][ル]は 
糸こまの大きさに合わせて使 
用してください。糸こまより 
小さい糸こま押えを使用ずる 
と、糸こまの切り欠きなどに 
糸が引つかかり、針がれの原 
因となります。 


XI 


© 


糸こまをち手で押さえなが5左手で糸を 
引き出し、糸案内カバーの後ろ側か5手 
前に糸をかけます。 


® 糸をちに引いて下糸巻き案内の凸部に向 
^ こう側か5糸をかけ、皿の間に左回りに 
糸をかけます。 




の 


下糸巻き案内にかけた糸を左手で押さえ、 
引き出した糸をち手でボビンに時計回り 
に4〜曰回巻き付けます。 



@ 糸案内板のち側か!5下を通して糸をかけ 
一まず。 




0 


糸の端をボビン受け座のガイドミゾに 
引っかけて、ちに引きます。 



>糸び適切な長さで切れます。 
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o 


• 必ず前ページの方法で糸を 
切って < ださい。ガイドミゾの 
カッターで糸を切!5ずに下糸 
を卷くと、糸量が少なくなった 
ときにボビンに糸がか!5まり、 
針ががれたり、曲がったりする 
おそれがあ0ます。 




スピードコント □ —ルレバーをち（はや 
く）に動かします。 



の 


@ (スタート/ストップスイッチ）を 
1回押します。 


① 


(^) 


ゆっくり ...■ はやく 


TJ) 


風 一 

© 


スタート/ストップスイッチ 


>ボビンび回転し、下糸巻さびスタートしま 
す。 

>巻き終わると、ボビンの回転び止まります。 

© @ (スタート/ストップスイッチ）を 
1回押します。 


>ミシンびストップします。 


^ 巻き終わりの糸をはさみで切ります。 



& 下糸巻き軸を左にもどします。 



^ ボビンを卽か5外します。 



0 


3 スピー ドコント□—ル レバー をもとの位 
置にもどします。 


〇 


• 下糸は正しく巻かれたものを 
使用してください。下糸の巻 
さ方が悪いと、針がれや糸調 
子不良の原因となります。 


〇 X 



@ お知5せ> 


下糸を巻いたあとにミシンをスタートさせたり 
プー U —を回すと、「ガチャ」といラ音びするこ 
とびありますび、故障ではありません。 



下糸をセットしましよラ 


25 





























































めラ前の準備 


下糸をセツトする 


0 針板ふたを取り外します。 


下糸を巻いたボビンを蓋にセツトします。 


〇 


参下糸は正しく巻かれたものを 
使用してください。下糸の巻 
さ方が悪いと、針巧れや糸調 
子不良の原因となります。 


11.己 mm 


OX 



付属のボビンは本機専用のら 
のです。従来品を使用する 
と、正しく動作しません。必 
ず付属品、または専用ボビン 
(部品コード： X 80309- 
002) を使用してください。 

実物大 


専用品 


© 


ち手でボビンを持ち、左手で糸端を持ち 
まず。 



• ボビンを落とさないように注意してくだ 
さい。 

©糸が 左巻きになるようにして、ち手でボ 
ビンを11に人れます。 



参糸の方向に注意してください。 


Q ち手でボビンを軽く押さえ、左手で糸を 
— ^ 図のように引ごかけます。 


@ お知らせ \ 

♦ ボビンをセツトする方向び、蓋周辺に刻印されて 
います。そちらもあわせて見てください。 


A 針板ふたのち側にあるつまみをちに動か 
^ しまず。 


針板ふたつまみ 




© 


図のようにミゾにそって糸を通し、手前 
に引さまず。 


カッター 
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>針板ふたび開さます。 


>カッターで糸び切れます。 




















































mz 

匡— 


O 


• ボビンは必ず指で押さえ、正 
しい方向か5糸が出るように 
セットしてください。万一、 
ボビンを逆の方向にセットす 
ると、針巧れや糸調子不良の 
原因となります。 


み 針板ふたをちとにらどしまず。 

針板兩たの左下の部分を本体に差し込ん 
でから、ち側を上から押します。 



>下糸のセツトび完了します。 

次に上糸を通します。「上糸を通しましよ 
ラ」（^次ぺージ）に進みます。 


& お知らせ > 


下糸は引さ出さずに、このままめい始めることび 
できます。下糸を弓 I さ出してからめう場合は、上 
糸を通してから「下糸を引さ出してからめラと 
き」（一 P .3 已）を参照してください。 



下糸をセットしましよラ 
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めラ前の準備 


上糸を通しましよ 



上糸用の糸をセットし、針に糸を通します。 




• _ b み通しは指示に従って、正し 
く;5ってください。糸が正しく 
通されていなし儒合、糸がから 
んで針ががれたり、巧がつたり 
するおそれがあります。 


@ お知らせ 1 

♦ 上糸を通す順番び、本体に実線（一）で示され 
ています。そちらをあわせて見てください。 


上糸を通す 



A 電源を人れます。 



@ 押え レバーを 上げます。 
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>押えび上びります。 































































































•押えび下びっていると、上糸を通すこと 
びでさません。 

(D (針上下スイッチ）を1回または2 
回押して、針を上に上げます。 



I 針び正しく上に上びっていない場合、上 
糸を通すことびでさません。プー U —の 
しるしび下図のように上にきている状態 
び、正しい位置です。この位置にさていな 
いときは、必ず針上下スイッチで針を上 
に上げてから、じ(降の操作をしてくださ 
し、 


ブー U —のしるし 



〇 


上ふたを上に開けまず。 



© 


糸たて棒に差し込んである糸こま押えを 
巧きます。 



© 


上糸用の糸こまを糸たて棒に差し込みま 
す。 

糸こまを横にして、下側から手前に糸び 
出る向さにして差し込みます。 



〇 


•正しい向さにセットしないと、糸たて棒 
に糸びからまることびあります。 

糸こま押えを糸たて棒に差し込みます。 

糸こま押えは、丸みをおびている面を左 
側にして、糸こまび糸たて棒のち端まで 
いくようにちいつぱいまで差し込みます。 



•糸こま押えは[大][中][ル]の3種付属 
しています。糸こまの直径より大きい糸こ 
ま押えを使用してください。購入時は 、糸 
たて棒に糸こま押え[中]びセツトされて 
います。 

糸こま巧えけ J 糸こま巧え[中] 



L 


J 


■糸こま- 

• 綾巻き（チーズ巻き）の糸こまを使用する 
ときは、糸こま押え[ル]を使用し、糸こ 
まから少し離してセツトします。 

糸こま 

ずさ間 I 



糸こま巧え[小] 


めラ前の準備 


上糸を通しましよラ 


糸こま巧え 
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めラ前の準備 


A 

〇 


• 糸こまの向きや糸こま押えが 
正し< セツトされていないと、 
糸たて棒に糸がか!5まり、針 
がれの原因となります。 

•糸こま押え[大][中][ル]は 
糸こまの大きさに合わせて使 
用してください。糸こまより 
小さい糸こま押えを使用する 
と、糸こまの切り欠きなどに 
糸が引つかかり、針がれの原 
因となります。 


X 


© 


糸こまをち手で押さえなが5左手で糸を 
引き出し、糸案内カバーの後ろか5手前 
に糸をかけます。 



@ 糸案内板のち側か!5下を通して糸をかけ 
一まず。 



® 糸案内板に引っかけた糸をち手で押さえ、 
^ ミゾにそって上一左一下一上一下の順に 
糸を通しまず。 


シャツター 



このとさ押えび下びっていると図のシャッ 
夕一び閉まった状態になるため、上糸を通 
すことびでさません。必ず押えを上げて 
シャッターび開いている状態で上糸を通し 
てください。 



の 


針の根もとにある針棒糸かけに糸をかけ 
ます。 



このあと、糸通し装置を使って糸を針に 
通します。「針に糸を通す」次ページ) 
に進みます。 
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配 


針に糸を通す 

糸通し装置は]]〜]6番のミシン針を使うとさに 
使用でさます。針についての詳細は「針の種類と使 
い分け」（一 P .36) で説明します。 


〇 


針棒糸かけにかけた糸の端を左に引き、 
糸案内皿の間に前か5糸を通します。 




@ 本体左側面の糸切りに糸を引っかけて切 
りまず。 



Q 押え レバーを 下げます。 



〇 


本体左側面の糸通しレノ（一を「ガチャ」と 
音がずるまで下げまず。 

糸通し レバー 



Q 糸通しレバーか5手を離します。 

A 通った糸の輪の部分をゆっくりと引き、 
^ 糸の端を引き出しまず。 



〇 


押えレバーを上げ、糸の端を押えの間に 
通して後ろ側に日 cm ほど引き出します。 



これで下糸と上糸の準備びでさました。 


隱® 願い 


針び正しく上に上びっていないと、糸通し装置で 
糸を通すことびでさません。必ず針上下スイッチ 
で針を上に上げてから操作してください。 

2本針び取り付けてあるときは、糸通し装置は使 
用でさません。「2本針を使うとさ」（一次ページ） 
を参照してください。 


めラ前の準備 


上糸を通しましよラ 


>押えび下びります。 
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めラ前の準備 


2本針を巧うとき 



2本針を使用すると、上糸を2色セツトして模様を 
平行してめうことびできます。2色の上糸は、同質 
で太さび同じちのを使用します。付属の2本針と補 
助糸たて棒、糸こま押えを用意します。 

2本針び使用できる模様については、「模様設定一 
覧」（一 P .124) を参照してください。 



〇 

0 


• 2本針は、必ずブラザー専用2 
本針馆15品コード: X 曰929目- 
001)をご使用 < ださい。そ 
の他の針を使用ずると針巧れ 
や故障の原因となりまず。 

• 曲がった針は絶巧に使用しな 
いで<ださい。針がれの原因 
となります。 


0 2本針を取り付けます。 


• 糸通し装置は使用でさません。2本針び取 
り付けられているとさに糸通し装置を使 
用すると、故障の原因となります。 

〇 下糸巻き軸に補助糸たて棒を差し込みま 
す。 


下糸巻さ軸に対して垂直になるよラに差 
し込みます。 



Q 糸たて棒を真横に倒します。 



•針の取り付けちは、「針を交換する」 
P .37) で説明します。 

Q 模様の左側の上糸を通します。 

•「上糸を通す」卜 P .28) を参照してくだ 
さい。 

@2 本針の左の穴に、手で糸を通します。 

手前から向こう側に通します。 



© 


模様のち側の上糸の糸こまと糸こま押え 
を補助糸たて棒に差し込みます。 


糸こまの下側から手前に糸び出る向さに 
しよ9 〇 
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み 左側の上糸と同様に上糸を通しまず。 


糸案内 カバー 



@ 針棒糸かけに糸をかけずに、2本針のち 
^ の穴に、手で糸を通します。 

手前から向こう側に通します。 



• 糸通し装置は使用でさません。2本針び取 
り付けられているときに糸通し装置を使 
用すると、故障の原因となります。 

Q ジグザグ押えく j > を取り付けます。 


•押えの交換の仕方は、「押えを交換する」 
(一 P .39) で説明します。 


〇 


2本針を使用するときは、必 
ずジグザグ押えく J > を使用 
しください。針巧れや故障の 
原因となります。 


電源を入れます。 



>液晶画面び点灯します。 


表示パネルの@ (設定キー）を押しま 
W す。 


>設定画面び表示されます。 


(矢印キ ー） を押して 、 yyy 
^ を反輯表示させまず。 


曲回。 V #] 

段西罰 


© (0 K キー）を押しまず。 

>2本針の設定をする画面び表示されます。 


延…, 


12 

mi 


を押してりりを反輯表示させまず。 

◄を押すと、 W にちどります。 


趣. 

12 


>2本針び使えるようになります。 

^ © (0 K キー）を押します。 

>最初の画面にちどり、画面左に""び表示 
されます。 


阻 

叫 


I 電源を切ってち、2本針の設定は解除され 
ません。 


〇 


I 2ホ逊■を使用ずるとさは、必ず 
2本針の設定をして < ださし、。 
設定を行わずに使用すると、針 
がれや故障の原因となりまず。 


めラ前の準備 


上糸を通しましよラ 
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めラ前の準備 


0 模様を選択します。 


I 模様の選び方は、「模様を選ぶ」卜 P .68) 
で説明します。 

本針び使える模様については、「模様設 
定一覧」卜 P .124) を参照してください。 


〇 


2本針を使用するときは、必 
ず正しい模様を選択してくだ 
さい。2本針が使用できない 
模様を使用すると、針巧れや 
故障の原因となります。 


の 


S シンをスタートさせます。 

•ミシンのスタートの手順は、「ミシンをス 
タートさせる」 (- P .51) で説明します。 

>模様び平行してめわれます。 


張りが強い糸を巧うとを 

ナイ□ン透明糸やメタ U ツク糸などの張りび強い糸 
を使用する場合は、付属の糸こまネツトを糸こまに 
付けてから糸たて棒にセツトします。 

ネットび長い場合は、糸こまの大ささに合わせて 
折って使用します。 


糸こまネット 


糸こま 


Y 

糸こま巧え — ^ 
糸たて棒 



お願い j 

i 

1 

るときは 、 CD (針上下スイッ 
を布地から抜いてから押えを上 
させます。 

参めラち向を変え. 
チ）を巧して針 
げ、布地を回転' 



A 


布地に2本針が刺さったま 
ま布地を回おさせると、針が 
れゃ故障の原因となります。 





wwvwwwvv く 
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下糸を引を出してか s めうとを 

ギヤヴ’一やフ U —モーシヨンキルトをめう場合など、 
あらかじめ下糸を引さ出しておくとさは、じ(下の操 
作を行います。 


の 


ボビンを蓋に入れまず。 

•「下糸をセットする」 の〇〜 
P . S 6) を参照してください。 


© ( 


( pi 引き出した糸をミゾにそって通しまず。 

このとさ、カッターで糸を切らないでく 
ださい。 



@ 左手で上糸を軽く持ち 、 CD (針上下ス 
^ イッチ）を2回押して針を上に上げまず。 


針上下スイッチ 



>下糸び針穴から輪になって引き出されます。 

上糸をゆっくりと上に引き、下糸を引き 
^ 出します。 



f 已) 下糸を曰 cm ほど引き出し、上糸とそろえ 
^ て押えの下を通します。 



【6) 針板ふたをちとにちどします。 

針板而たの左下の部分を本体に差し込ん 
でから、ち側を上から押します。 



めラ前の準備 


上糸を通しましよラ 
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めラ前の準備 


針を交換するには 


ここでは、ミシン針について説明します。 



針に関する注意 



針を取り扱うとさのを意を説明します。 I ソ下の注意を守らないと、針び折れて飛び散るなど非常に危険です。 
よく読んで必ず守つてください。 





•針は必ず家庭用ミシン針 （ HAX 1) を使用してください。その他の針を使用す 
ると、針がれや故障の原因となりまず。 

• 曲がった針は絶対に使用しないでください。針がれの原因となります。 


針の種類と使い分け 



S シン針は布地や糸の太さによって使い分けます。次の表を参考にして、布地に合った糸と針を選んでくだ 
さい。 


布地の特徴•種類 W ム击 針の種類 


普通地 

ブ□-ド 

カタン糸 

60 〜 80 

11-14 

タフタ 

合繊糸 

フラノ 
ギヤバシン 

絹糸 

已〇〜80 

薄地 

□-ン 

カタン糸 

60 〜 80 

9 〜 11 

ジョーゼット 

合繊糸 

ポーラ 

絹糸 

已〇〜80 

厚地 

デニム 

カタン糸 

30〜己〇 

14-16 

コー デュ□ィ 

合繊糸 

已〇 

ツィード 

絹糸 

のびる布地 

ジャージ 

ニット用糸 

已〇〜60 

ゴールデン針 
11-14 

卜 U つット 

ほつれやすい巧地 

カタン糸 

已〇〜80 

9 〜 14 

合繊糸 

絹糸 

ステッチ糸の場合 

合繊糸 

30 

14 〜 16 

絹糸 


お知5せ 


参糸は数字び小さいほど太 <、針は数字び大さいほ 
ど太くなります。 

♦ ゴールデン針は伸縮性のある布地や目びとびやす 
い布地に使用します。 

参ナイ□ン透明糸は、布地や糸にかかわらず] 4〜 
] 6番の針を使用してください。 

♦ 購入時は、]]番の針びミシンに取り付けられて 
います。 


〇 


I 布地と糸と針の組み台わせは、 
左記の表に従ってください。 
組みをわせが適切でなし^11合、 
特に厚し佈地(デこム等)を細 
し、針 （9 〜11番）でめうと、 
針が巧れたり、曲がったりす 
るおそれがあ0まず。また、め 
い目がふぞろいにな0、めい 
じねや目とびの原因にもなり 
まず。 
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正しい針の見分け方 



針を交換する 



針び曲びった状態で使用すると、途中で折れてしま 
うことびあり非常に危険です。 

使用する前に、針の平らな面を平らな板に合わせ、 
針と板のすさ間び平行かどうかを確認します。 




針の種類び刻 E 口 
されていまず 


平らな面 


■ 良い針 



■ 悪い針 

すさ間び平行でない場合は、針び曲びっていま 
す。その針は使用しないでください。 



針を交換します。「正しい針の見分け方」で確認した 
良い針と、付属のドライバーを用意してください。 


A CD (針上下スイッチ）を1回または2 
— ^ 回押し、針を上に上げます。 



©電源を切りまず。 



〇 


• 針の交換は、必ず電源スイッ 
チを切って行ってください。 
万一、スタート/ストップス 
イッチが押されると、ミシン 
が作動してケガの原因となり 
ます。 


Q 押え レバーを 下げます。 
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めラ前の準備 


Q 針の止めネジをゆるめ、針を抜きます。 

左手で針を持ちなびら、ち手でドライ 
ノ く一を手がに回します D 



ドラィバー 

I 

(LJ=J 


参止めネジをゆるめたりしめたりするとさ 
に、無理な力を加えないようにしてくだ 
さい。故障の原因となります。 



み 


〇 


• 針は必ずストツパーに当たる 
まで差し込み、止めネジを付 
属のドライバーで確実にしめ 
てください。針が十分に差し 
込まれていなかったり、ネジ 
のしめ方がゆるいと、針巧れ 
や故障の原因となります。 


Q 新しい針の平5な面を後ろ側に向けて、 
^ 針棒のストッパーにあたるまで差し込み 
ます。 



@ 針を左手で押さえたまま、止めネジをし 
めます。 

ドライバーを奥側に回します。 


2本針を取り付ける場合ち同様に行いま 
す。 
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巧えを交換するには 


押えとは、布び浮かないように押さえる部品のことをいいます。 

巧えに関するを意 

押えについて気をつけなければいけないことを説明します。 




•模様に適した押えを使用してください。誤った押えを使用すると、針が押えに当 
たったり、がれたり、巧がったりずるおそれがありまず。 

• 押えは必ず本機専用の押えを使用してください。その他の押えを使用すると、ケ 
ガ•故障の原因となります。 


巧えを交換ずる 

押えの取り外しちと取り付けちを説明します。 
別売のサイドカッター押え < s > の取り付け方は、 
「ヴイドカッター押えを使ったたち目かびり」 
P .73) を参照してください。 


〇 


CD (針上下スイッチ）を1回または2 
回押し、針を上に上げます。 



©電源を切ります。 


A :: 

•押えの交換は、必ず電源ス 

V : 

イッチを切ってか5巧ってく 

卜\ 

ださい。万一、スタート/ス 

■1 ■ 

トップスイッチが押される 

卜^卜 

と、ミシンが作動してケガの 


原因となります。 


© 押え レバーを 上げます。 



>押えび上びります。 




押えを交換するには 
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めラ前の準備 


〇 


押えホルダーの後ろ側の黒いボタンを押 
します。 


〇 


押えレバーを上げて、押えが取り付け5 
れていることを確認します。 



© 


押えに記されている A • G • I • J • M • N I 
R の押え記号び読める向さに置さます。 


巧え ホルダー 



© 



>押えび巧えホルダーから外れます。 

取り付ける押えのピンの部分と押えホル 
夕’一のミゾが台う位置に押えを置きます。 


押えレバーをゆっくり下げて、押えホル 
ダーのミゾを押えのピンにはめます。 


歪 お願い 


模様を選ぶと、使用する押えび液晶画面に表示さ 
れます。取り付けた押えと合っているか確認して 
から、めい始めてください。もし取り付けた押え 
びまちびっていた場合は、いったん電源を切って 
から正しい押えを取り付け、再度模様を選び直し 
て < ださい。 


極 

ボタン穴かびり}甲えく A > 

たち目かびり}甲えく G > 

睡 

ジグザグ巧え < J > 

極 

ボタン付け}甲えく M > 

極 

模様めい}甲え < N > 

輕 

まつりめい}甲えく R > 

蠢1 

サイドカッター}甲えく S > 


模様と押えの組み合わせは、「模様設定一覧」 （- 
P .124) を参照してください。 
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巧えの任力を調節する 

押えび布地を押さえる強さを調節できます。 

9 押えレ A - を下げまず。 



〇 


本体背面の押え圧ダイヤルを回します。 

ダイヤルの目盛りは](弱い）〜4 (強 
し^まであります。ちに回す（数字びル 
さくなる）と弱くなり、左に回す徽字 
び大さくなる）と強くなります。 



e 


めい終わった！5、3 (標準）にもどしてお 
さます。 


巧えホルダーをかずとを 

お手入れをするとさやキルト押えなどを取り付ける 
とさは、押えホルダーを外します。付属のドライ 
バーを用意します。 

■ 押えホルダーを外す 

(1) 押えを外します。 

•「押えを交換する」(- P .39) を参照し 
て < ださい。 

f 2) ドライバーを奥側に回して押えホルダー 
一 のネジをゆるめまず。 



ドラィバー 


■ 押えホルダーを取り付ける 

n ) 押えホルダーを押え棒の左側と下側に台 
一 わせまず。 



押えホルダーをち手で押さえ、左手でド 
ー ライバーを手前に回してネジをしめまず。 



めラ前の準備 


巧えを交換するには 


ドラィバー 
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めラ前の準備 


い お願い ) 

i 

1 

正しく取り付けられていないと、 
ならないことびあります。 

♦ 押えホルダーび; 
正しし''糸調テに: 


ウォーキングフットを使用ずるとを 

別売のウォーキングフットは、送り歯と押えに付い 
ている歯ではさみ込みなびら布地を送ります。ビ 
二ールや皮などのすべりにくい布地や、キルティン 
グやベルべットなどのめいずれしやすい布地をめう 
ときに使用します。 

別売のウオーキングフットと付属のドライバーを用 
意します。 



■ ウォーキングフットを取り付ける 
( l ) 押えホルダーを外します。 


• 「押えホルダーを外すとき」（^前ぺージ) 
を参照してください。 

(2) ウオーキングフットのレバーのふたまた 
^ 部分で、針の止めネジをはさみます。 



( b ) 押えレバーを下げ、押えホルダーのネジ 
^ を差し込んで、ドライバーでしめます。 
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匹 


〇 


• ネジは付属のドライバーで確 
実にしめてください。ネジの 
しめ方がゆるいと、針が押え 
に当たり、がれたり曲がった 
りするおそれがありまず。 

参必ず、めう前にプーリーを 
ゆっくりと手前に回し、針が 
押えに当た5ないことを5崔認 
してください。針ががれた 
0、曲がった0するおそれが 
あ0ます。 


(录 ぉ願ぃ ） 

i 

1 

ットを使用してめうとさは、速さ 
まにしてめってください。 

♦ ウォーキングフ 
をゆっくり〜中 i 


■ ウオーキング フッ トを外ず 

(リ① （針上下スイッチ）を1回または2 
^ 回押し、針を上に上げます。 



(2) 電源を切りまず。 


【3) 押えレバーを上げまず。 



f 4) ドライバーでネジをゆるめ、ウオーキン 
^グ フットを外しまず。 



【已) 押えホルダーを取り付けます。 

•「押えホルダーを外すとさ」(- P .41) 
を参照してください。 

お知5せ j 

参ウォーキングフットび使用でさる模様は、止めめ 
い用の直線とジグヴグのみです。「模様設定一覽」 
(一 P .124) を参照してください。 



めラ前の準備 


巧えを交換するには 
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めラ前の準備 


筒をのや大をいをのをめうとを 



筒ちのや大さいちのをめうとさは、補助テーブルを外します。 


筒をのをめ5とを 



そで□やズボンのすそなどの筒状になっているとこ 
ろをめうときは、フ U —アームにすると便利です。 


d 補助テーブルを妇こ引きます。 



なります。 


Q めうところをアーム部分に通して外側か 
5めいます。 



大まいをのをめうとを 



大さいものをめうとさは、別売のワイドテーブルを 
使用すると作業びしやすくなります。 



ワイドテーブル裏面の刷を立てます。 

4本の脚を「カチッ」と音びするまで引 
さ上げます。 



@ 補助 テーブルを 左に引きまず。 



>補助 テーブルび 外れてフ U — アームの 状態に 
なります。 
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@ ワイドテーブルを取り付けます。 

水平にして、奥まではめます。 



A 刷の下についているネジを回して高さを 
調節します。 


ジ 



A 


ワイドテーブルを取り付けた 
まま S シンを移動しないで< 
ださい。破損やケガの原因と 
な0ます。 


© 


使い終わった5、ワイドテーブルを外し 
ます。 

ワイドテーブルを少し持ち上げなびら左 
に引さます。 



Q 補助テーブルをもとにもどします。 




筒ものや大きいものをめうとさ 
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s めい方の甚本 

ここでは、基本のめい方と上手にめうコツなどを説明します。 

めつしみましょ . 48 

糸調子を調節する . 56 

模様の幅と長さを調節する . 曰8 

便利な機能 . 60 

上手にめうコツ . 64 







めい方の碁本 


) 


•ミシン操作中は、針の動きに十分ま意してください。また、針、プーリーなど、 
動いているすべての部品に手を近づけないでください。ケガの原因となります。 
•縫製中は布地を無理に引っ張ったり、押したりしないでください。ケガ•針巧れ 
の原因となります。 

• 曲がった針は絶対に使用しないでください。針がれの原因となります。 

• めう際には、まち針などが針に当た!5ないようにま意してください。針ががれた 
り、曲がったりするおそれがあります。 


ここでは、基本のめいちを説明します。 
ミシンをかける前に、注意事項を説明します。 


0A© 
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KL 


5 シンかけの手順 

S シンをかけるときの基本の手順は次のとおりです。 


3 


電源を入れる 


ミシンの電源を入れます。 

「電源を入れる」 (- P .15) を参照してください。 


i 


模様を選ぶ 


めう箇所に合わせて模様を選びます。 

詳細は「模様を選ぶ」（一 P . 目 8) で説明します。 


巧えを取 D 付ける 


模様に合った押えを取り付けます。 

「押えを交換する」 (- P .39) を参照してください。 


布地をセツトする 


めう箇所をミシンにセットします。布地の表•裏や、めう 
順番にま意しましよう。 

信 羊細は「布地をセットする」（一次ページ）で説明します。 




ミシンをスタートさせます 0 

5 

スタート 

詳細は「ミシンをスタートさせる」（一 P . 已 1) で説明しま 
す。 

i 


糸切り 

めい終わった糸を切ります。自動で切ることわでさます。 

〇 

詳細は「糸を切る」 （^ P .55) で説明します。 


めつてみましよラ 


めい方の基本 
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めい方の昼本 


巧地をセツトする 



布地の表-裏や、めう順番にを意して布地をセット 
します。 


9 電源を人れます。 



このとき、模滿ま惜線に]」び自動的 
に選択されます。 


© CD (針上下スイッチ）を1回または2 
^ 回押し、針を上に上げます。 



Q 押えの下に布地を置きます。 

•めいしろびち側になるように置くと、 
まっすぐにめいやすく、余分な布地び 
じゃまになりません。 


〇 


左手で糸と布地を押さえ、ち手でプー 
リーを手前に回して布地に針を刺します。 



© 押え レバーを 下げまず。 




IP お知らせ \ 

♦ 押えび布地を押さえる強さを変更する場合は、 
「押えの圧力を調節する」（一 P .41) を参照して 
<ださい。 
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mi 

mi 


5 シンをスタートさせる 

準備びでさたら、ミシンをスタートさせます。 
ミシンをスタートさせるには、指で操作する方法と、 
フットコント□ーラーを使って足で操作する方法び 
あります。 

■ 指で操作する 

操作スイッチの^ (スタート/ストップス 
イッチ）を押して操作します。 

り） スピー ドコン ト □—ル レバー を左ちに動 
^ かして、速度を調節します。 

左に動かすと遅 <、ちに動かすと速くなり 
よ9 〇 



(2)(^ (スタート/ストップスイッチ）を 
^ 1回押します。 




めい終わりまで進んだ!5、らう一度^ 
一 (スタート/ストップスイッチ）を1回押 
しまず。 

>針び下びった（布地に刺さった）状態でミ 
シンび止まります。 

【4) めい終わった5、針を上げて糸を切りま 
す。 

•「糸を切る」(- P .55) で説明します。 

■ 足で操作する 

付属のフットコント□ーラーを使って足で操作 
します。 



① 


電源を切ります。 

フットコント□ーラーを接続するときに、 
誤ってミシンび動作しないよラ、必ず電 
源を切っておさます。 



f 2 J 本体ち側面のフツトコント□—ラージヤツ 
ー クに、フットコント□—ラーのプラグを差 
し込みます。 


フツトコント□ーラージャツク 



スタート 直後と スタート/ストップスイッチ 
を押し続けている間は、ゆっくり進みます。 


めい方の基本 


めつてみましょラ 
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• フットコント□—ラーに糸く 
ずやほこりなどがたま5ない 
ようにしてください。乂災 • 
感電の原因となります。 

参フットコント□ーラーの上に 
物を置かないで< ださい。ケ 
ガ•故障の原因となります。 

•長期間使用しないときは、 
フットコント□ーラーのプラ 
グをジャックか!5抜いてくだ 
さい。乂災-感電の原因とな 
ります。 


@ 電源を入れます。 



スピードコント□—ルレバーを左ちに動 
^ かして、速度を調節します。 

左に動かすと遅 <、ちに動かすと速くなり 
ます 0 



参スピードコント□ールレバーで設定した速度び、 
フットコント□ーラーの最高速度になります。 

@ めう準備ができた5、フットコント□一 
^ ラーをゆっくり踏み込みます。 

深く踏み込むと速く、浅く踏むと遅くな 
ります。 



•強く踏むと S シンび速く進んでしまうの 
で注意してください。 

>ミシンびスタートします。 


¢6) めい終わりまで進んだ!5、踏むのをやめ 
よ 9 〇 


>針び下びった（布地に刺さった）状態でミ 
シンび止まります。 


(7) めい終わ つたら 、針を上ばて糸を切りま 
す。 

•「糸を切る」(- P .55) で説明します。 


@ お知5せ> 


フットコント□ーラージャックにフットコント□一 
ラーのプラグび差し込まれているとさは、操作ス 
イッチのスタート/ストップスイッチは使用できま 
せん。 

ミシンを止めると、針は下びった状態になりま 
す。ミシンを止めたときに針び上になるように設 
定を変更することもでさます。詳細は「針停止位 
置の変更」（一 P .2 日）を参照してください。 


0 A-A 
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陸 一 

mj 


ほつれ止めをする 

他のめい目と重ならないところやあき止まりなどの 
直線めいのとさに、糸の端びほつれないように返し 
めいまたは止めめいをします。 


〇 


めい始めの位置に針を刺し、押えレバー 
を下げます。 



(スタ-卜/ストップスィッチ）を 
押ずか、またはフットコント□ーラーを 
踏みます。 

このとき、スタート/ストップスイッチ 
を押したままにしておくと、ゆっくり進 
みます。 



•スタートの手順は、「ミシンをスタートさ 
せる」（一 P . 己 1) を参照してください。 

>ミシンびスタートします。 


© 


3〜曰針ほどめった5、 CS ) (返しめし、 
スイッチ）を押します。 

めい始めの位置にもどるまで返しめいス 
イッチを押したままにします。 



>返しめいスイッチを押している間、後ろに向 
かって針び進みます。 

G めい始めの位置までもどった!5、返しめ 
— ^ し、スイッチか5手を離しまず。 


〇 


>ミシンび止まります。 

@ (スタート/ストップスイッチ）を 
押すか、またはフットコント□ーラーを 
踏みます。 

>通常の向さに針び進みます。 



© 


めい終わりまできた5、 Cu ) (返しめし、 
スイッチ）を押します。 

3〜己針もどるまで返しめいスイッチを 
押したままにします。 

>返しめいスイッチを巧している間、後ろに向 
かって針び進みます。 



めい方の基本 


めつてみましょラ 
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めい方の昼本 


〇 3〜曰針ほどめった5、 CS ) (返しめい 
— ^ スイッチ）か巧を離します。 


>ミシンび止まります。 

(スタ-卜/ストップスィッチ）を 
押ずか、またはフットコント□ーラーを 
踏みます。 

このとき、スタート/ストップスイッチ 
を押したままにしておくと、ゆっくり進 
がます D 

>通常の向さに針び進みます。 

©めい 終わりの位置まできた5、ミシンを 
止めまず。 

スタート/ストップスイッチを押すか、 
フットコント□ーラーを S 皆むのをやめます。 


■ 模様をめうとさ 

返しめいの直線-ジグヴグ iU 外の模様の場合に 
qd (返しめいスイッチ）を押すと、止めめい 
になります。止めめいは、その位置で3〜己針 
重なります。 


返しめい 止めめい 


お知らせ 1 

参返しめい/止めめいのどちらになるかは、模様に 
よって異なります。詳細は「模様設定一覽」（一 
P .124) を参照してください。 




めい始め 

3巧す (慕— よ —1 wt 

I rTD 2巧したまま 

I 一一 （ゆっくり進拭 


4巧したまま 

(ゆっくり進む) 


風… 斗、、、、 

めい終わり 



5巧す 

6巧す（止まる) 
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糸を切る 




めい終わったら糸を切ります。糸を切るには、2つ 
の方法びあります。 

■ 糸切りスイッチ 


参めい終わったときに、自動的に糸を切るように設 
定することもできます。「自動で糸を切る」 
P .61) で説明します。 


めい終わった位置で、@ (糸切りス 
^ イッチ）を1回押します。 



("2) 押えレバーを上に上ばて、布地を取り出 
^ します。 



0 


• 糸を切ったあとは、糸切り操 
作をくり返し行わないでくだ 
さい。針がれや糸が5み、故 
障の原因となります。 


(W ぉ願ぃ j 

参布地び押えの下にない状態やミシンび動いている 
とさは、糸切りスイッチを押さないで<ださい。 
このようなときに糸切りスイッチを押すと、故障 
の原因となります。 


■ 糸切り 

太さび3日番 iU 上の糸やナイ□ン糸、メタリック 
糸などの特殊な糸を使用しているとさは、本体 
左側面の糸切りを使って糸を切ります。 

(11 めい終わってミシンを止めた5、 CD 
^ (針上下スイッチ）を1回押します。 



(^2) 押えレバーを上げます。 



( b ) 巧地を左に引き、本体左側面の糸切りに 
^ 上糸と下糸を引っかけて切ります。 



己己 






































































めい方の碁本 


糸調子を調節ずる 



上糸と下糸の強さのバランス（糸調子）を調節します。 


糸調子とは 



「針の種類と使い分け」(- P .36) で記載している 
組み合わせでめった場合は、自動的に適切な糸調子 
になります。思い通りの糸調子にならないとさや、 
特殊な糸や素材をめう場合などは、上糸の調子を強 
く、または弱くして調節します。 

■ 正しい糸調子 


上糸と下糸び布の中央でまじわります。布地の 


表には上糸、裏には下糸だけび見える状態です。 



■ 上糸が強いとき 

布地の表に下糸び見えている状態です。この場 
合は上糸を弱くします。 



■ 上糸び弱いとき 

布地の裏に上糸び見えている状態です。この場 
合は上糸を強くします。 


裏か5上糸 
び見える 



上糸の調子を変更する 



表示ノてネルの液晶画面とキーを操作して設定します。 


9 電源を人れます。 



>液晶画面び点灯します。 


〇 模様を選択します。 


>選択した模様の設定び表示されます。 



•模様の選び方は、「模様を選ぶ」 (- P .69) 
で説明します。 

• 模様を選んだ直後は、標準の値（数字び反 
転表示）になっています。 


Q 表示パネルの （D (設定キー）を押します。 


>設定画面び表示されます。 


〇 


西 が反輯表示されていることを確認 
し、 ( OK キ ー） を押します。 



た X 

tJ WiBC 江也 


>糸調テを設定する画面び表示されます。 


通 


1 口 = の 
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© 


弱くするときは ◄ (―)、強くするとき 
は ► (+) を押します。 


延 …— 


1 DOC 

4.2 


>上糸の強さび変わります。 

•値を変更すると、数字の反転表示び消え 
ます。 

•この状態でめうことびでさます。試しめ 
いをして糸調子を確認し、必要に応じて 
設定を変更してください。 


Q @ (0 K キ -) を押します C 

► 最初の画面にもどります。 


趣 . 


4.2 


お知5せ > 


標準の糸調テにちどすとさは、反転表示される数 
字に変更します。 

糸調テび簡単な操作で変更でさるよラに設定する 
ことびでさます。「糸調テを簡単に変えたいとさ」 
(- P .137) を参照してください。 

実用模様を選択したとさに、いつも同じ値び設定 
されるように記憶させることびでさます。「模様 
の設定値を登録する」 (- P .63) で説明します。 


めい方の基本 


糸調子を調節する 
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めい方の甚本 


模様の幅と長さを調節する • 


実用模様のジグヴグの振り幅（模様の幅）とめい目の長さを調節でさます。模様を選択すると、自動的 
に適切な幅と長さび設定されます。各模様で設定でさる幅と長さの値は、「模様設定一覧」 （一 P .124) 
を参照してください。 


模様の幅を調節する 



ジグヴグの振り幅を調節します。矢印 キーで 操作し 
ます。 


A 電源を人れます。 


► 液晶画面び点好します。 


陵を 知らせ J 

参標準の幅にちどすとさは、反転表示される数字に 
梦をしずす 

♦ 模様び直線植線怔]、兰重めい、しつけなど） 
のとさに模様の幅を変更すると、針の位置び調節 
でさます。幅を広くすると針位置びちになり、せ 
まくすると左になります。 

参めいなびら模様の幅を変えるときは、スピードコ 
ント□-ルレバーで操作できるように設定するこ 
とびできます。「サテンめい」（一 P .98) を参照 
してください。 

参実用模様を選択したとさに、いつも同じ値び設定 
されるように記憶させることびでさます。「模様 
の設定値を登録する」 (- P .63) で説明します。 



©模様を 選択しまず。 

>選択した模様の設定び表示されます。 



•模様の選びちは、「模様を選ぶ」 (- P .69) 
で説明します。 

• 模様を選んだ直後は、標準の値（数字び反 
転表示）になっています。 


A 


• 振り幅を調節したときはプー 
リーをゆっくりと手前に回 
し、針が押えに当た!5ないこ 
とを確認してください。針が 
がれたり、曲がったりするお 
それがあります。 


@ 幅をせまくするときは ◄ (-)、広くす 
^ るときは ► (+) を押します。 


延 wwwvw^ 

U 。皿章3。!田 j 

► 模様の幅び変わります。 



•値を変更すると、数字の反転表示び消え 
ます。 
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めい目の長さを調節ずる 

めい目の長さを調節します。矢印キーで操作します。 

9 電源を人れます。 



>液晶画面び点好します。 

@ 模様を選択します。 

>選択した模様の設定び表示されます。 



© 


•模様の選び方は、「模様を選ぶ」 (- P .69) 
で説明します。 

• 模様を選んだ直後は、標準の値（数字び反 
転表示）になっています。 

長さ短くするときは ▼ (―)、長くする 
ときは ▲ (+) を押しまず。 


<血章函 ! 1 .G 

>めい目の長さび変わります。 


h 


I 


I 値を変更すると、数字の反転表示び消え 
ます。 


齡 知らせ > 


標準の長さにちどすとさは、反転表示される数字 
に変更します。 

実用模様を選択したとさに、いつち同じ値び設定 
されるように記憶させることびでさます。「模様 
の設定値を登録する」（一 P .63) で説明します。 


〇 


参めい目が詰まる場合は、めい 
目の長さを長くしてくださ 
し、。めい目が詰まった状態で 
めい続けると、針ががれた 
Os 曲がった0するおそれが 
あります。 


めい方の基本 


模様の幅と長さを調節する 
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めい方の碁本 




便利な機能 



ここでは、覚えておくと役に立つ機能について説明します。 

自動で止めめいをずる 


めい始めとめい終わりに、自動で止めめいまたは返 
しめいをするように設定します。 

模様によって、止めめいか返しめいかび異なります。 
どちらび設定されるかは、「模様設定一覧」 
P .124) を参照してください。 


〇 電源を人れます。 



>液晶画面び点好します。 

Q 模様を選びます。 


趣 . 


4.日目日.日 


•模様の選び方は、「模様を選ぶ」 (- P .69) 
で説明します。 

Q 表示パネルの@ (設定キー）を押しまず。 

>設定画面び表示されます。 

(矢 EP キー）を押して、 n を 
^ 反!歲ホさせます。 


M 


^ vm /IIK 


Q ( OK キ ー） を押します。 


> 止めめいを設定する画面び表示されます。 


醒 _ 

2 n onI 


& ◄ を押して日 N を反輯表示させます。 

►を押すと、 OFF にちどります。 


阻 


n _ HB 日 FF 


>自動止めめいび設定されます。 

( OK キ ー） を押します。 


>最初の画面にちどり、画面左にび表示さ 
れます。 


趣 . 


4.日目日.日 


© 


•電源を切ると、自動止めめいの設定は解 
除されます。 

布地をセツトし、靜（スタート/ストツ 
プスイッチ）を1回押しまず。 



[> 止めめいまたは返しめいをしてから、めい始 
めます。 
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o 


めい終わりの位置まできた5、 CS ) (返 
しめいスイッチ）を1回押します。 

ボタン穴かびりやかんどめなど、止めめ 
いび含まれている模様を選択したときは、 
この操作は必要ありません。 



止めめいまたは返しめいをしてから、ミシン 
び止まります。 


Q ) 


(ro . 


^ お知5せ y 


めっている途中で、スタート/ストップスイッチ 
を巧したとさは、止めめいまたは返しめいは行わ 
れません。めい終わりで返しめいスイッチを押し 
て < ださい。 


自動で糸を切る 

めい終わりで自動で糸を切るように設定します。こ 
れを「プ□グラム糸切り」といいます。 

プ□グラム糸切りを設定すると、自動止めめいわ一 
緒に設定されます。ボタン穴かびりやかんどめを選 
択したとさなどに設定すると便利です。 


〇 


電源を入れます。 



>液晶画面び点灯します。 

Q 模様を選びます。 


阻 


4.日目日.日 


•模様の選び方は、「模様を選ぶ」 (- P .69) 
で説明します。 

Q 表示パネルの （!） （設定キ ー) を押します。 

>設定画面び表示されます。 

〇 ▲▼ィ ► (矢 E ロキ ー） を押して、 K を 
— ^ 反!歲ホさせます。 


西。 

4 vm 邮 




Q (0 K キー）を押します。 

>プ□グラム糸切りを設定する画面び表示され 
ます。 


趣…— 

3 X 


ON 


めい方の基本 


便利な機能 
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めい方の昼本 


を押して日 N を反輯表示させます。 

►を押すと、 OFF にちどります。 



>プ□グラム糸切りび設定されます。 


>止めめいまたは返しめいをしてから、ミシン 
び止まって糸び切れます。 



〇0 (0 K キー）を押します。 


C U ) —— "' ——ここで糸び切れる 


>最初の画面にちどり、画面左に S び表示 
されます。 



•電源を切ると、プ□グラム糸切りの設定 
は解除されます。 


© 


布地をセツトし、# (スタート/ストツ 
プスイッチ）を1回押します。 


の 1= 


参めっている途中で、スタート/ストップスイッチ 
を押したときは、止めめいまたは返しめい、糸切 
りは行われません。めい終わりで返しめいスイッ 
チを押して < ださい。 



>止めめいまたは返しめいをしてから、めい始 
めます。 

©めい 終わりの位置まできた5、 CS ) (返 
^ しめいスイッチ）を1回押しまず。 

ボタン穴かびりやかんどめなど、止めめ 
し W 含まれている模様を選択したときは、 
この操作は必要ありません。 
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模様の設定値を登録ずる 

調節した模様の糸調子や幅-長さの値びいつち設定 
されるように、設定値を登録しておくことびできま 
す。実用模様ごとに、それぞれ設定値び登録でさま 
す。 


〇 


模様を選択し、模様の糸調子、幅•長さ 
を変更しまず。 

幅を変更するときは ◄ (一）/ ► (+)、 
長さを変更するときは ▼ (-) / ▲ 

(+) を押します。 


趣 . 


: 4.2 章曰.日！ 3.日 


•模様の選び方は、「模様を選ぶ」 (- P .69) 
で説明します。 

• 糸調子の変更は、「上糸の調子を変更する」 
(一 P . 己 6) を参照してください。 

>模様の幅または長さび変わります。 

@ 表示パネルの@ (設定キ _) を押します。 

>設定画面び表示されます。 

(矢 E ロキ ー） を押して、西 
^ を反 I 歲ホさせます。 


阿回口 


側種 

vnw 


Q © ( OK キ -) を押します。 

>設定を登録する画面び表示されます。 

@ ® が反輯表示していることを確認し、 
^ 0 (0 K キ -) を押しまず。 


唐—苗— ri —— 画妾 


知5せ 文 


参次に同じ模様を選択すると、登録した値び最初に 
表示されます。 

参登録した値を取り消して出荷時の値にちどすとさ 
は、►対甲して をを 反転表示させ、 （0K) (0 K 
キー）を押します。 


>模様の幅と長さの値び登録されます。 


めい方の基本 


便利な機能 
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めい方の碁本 



ここでは、上手にめうためのコツを説明します。ミシンかけをするときの参考にしてください。 


試しめいをずる 


>力-ブをめう 



本機は、布地に合わせて糸や針を選んで模様を選択 
すると、それに合わせて自動的に糸調子や模様の 
幅-長さび適切に設定されるようになっています。 
しかし、布の種類やめいちによっては必ずしち思い 
通りにならないことびあるので、試しめいをするよ 
つ I ししましよう。 

試しめいは、実際の布地のはざれと糸を使用して、糸 
調子や模様の幅 • 長さを確認します。めい方や布を何 
枚重ねてめうかによってもめった結果は異なるので、 
実際にめうものと同じ状態で試しめいをします。 


めう方向を変える 


9 角までめった5、ミシンを止めます。 

このとさ、針び下びった（布地に刺さっ 
た)状態にしておさます。わし針び上びっ 
ている場合は 、 (D (針上下スイッチ) 
を押します。 


Q 押えレバーを上げ、巧を持って回します。 

針位置を基点に回転させます。 


途中でミシンを止めなびら、少しずつ向きを変えて 
めいます。「めいしろの幅をそろえる」（- ► P . SS ) を 
参考にして、めいしろと平行になるようにめいます。 



ジグヴグ模様をめうとさは、めい目の長さを短めに 
するときれいに仕上びります。 




@ 押えレバーを下げ、続きをめいます。 
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R：_ 

m: 


厚い巧地をめう 

■ 押えの下に布地が入!5ないとき 

押えレバーをさらに上に上げると、押えびもう 
一段階上びります。 



■ めし、始めに段差があつて布地が送5ないとき 

ジグヴグ押え <J> には、押えを水平にする機能 
び付いています。 


めラ方向 



© 


布地に段差があって送!5ない場合は、押 
えレバーをいったん上げまず。 


@ ジグザグ押えく J > の左側の黒いボタンを 
^ 押したまま、押えレバーを下げます。 



>押えび水平になり、布地び送られるように 
なります。 




若 




I 6 mmlU 上の厚物をめったり、 
無理に布地を押しこんだりす 
ると、針ががれたり、曲がっ 
たりするおそれがあります。 


めい方の基本 


上手にめラ n ツ 


>めい進めると、押えはもとにもどります。 
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薄い布地をめう 


> めいしろの幅をそろえる 



薄い布地をめうと、めい目びつれてしまったり、布 
びうまく送れないことびあります。 

その場合は布地の下に八卜□ン紙などの薄い紙を敷 
いて、布地と一緒にめいます。めい終わったら、紙 
をやぶいて取り除さます。 



伸びる布地をめ5 



あらかじめしつけをして、布地を引っ張らないよう 
にめいます。 



布端と平行に一定の幅でめうときは、めいしろの端 
びち側になるようにめい始め、押えのち端か針板の 
目盛りを基準にしてめいます。 

■ 押えを基準にする場合 

押えのち端と布端び一定の幅で平行になるよう 
にめいます。 


めい目一 



圓 

!一 

I 


■ 針板を基準にする場合 

針板には、直線[左]の針位置からの長さび表示 
されています。針板に刻まれている目盛りと布 
端を合わせてめいます。上側の目盛りは]/8イ 
ンチ（約 3mm) 単位、下側の目盛りは己 mm 単 
位になっています。 


針板 
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3 いろいろなめい方 

ここでは、いろいろなめい方とその使い方を説明します。 

めい方を選びましょ5 . 68 

めいしろを始末する . 71 

地めいをする . 7曰 

すそ上げをする . 77 

ボタン穴をかがる . 79 

ファスナーを付ける . 86 

伸びる巧地やゴムテープをめう . 90 

アップリケ/パッチワーク/キルトをめう . 92 

丈夫にしたいところをめう . 99 

はとめ穴を作る . 103 

飾りめいをする . 104 

いろいろな模様をめう . 112 














いろいろなめい方 


めい方を選びましよラ 



めう模様を選択します。 


模様の種類 



■ カタカナ 


模様は、実用模様-飾り-サテンステッチ-ク□ス 
ステッチ•飾りサテン-アルファベット3種類•ひ 
らびな-カタカナ-漢字の]]グループの模様びあ 
ります。 

模様の種類は、「模様設定一覧」卜 P.124) を参照 
して < ださい。 


カタカナや記号、数字など98文字あります。 

■漢字じ 

漢字や記号、数字など43文字あります。 


■実用模様巧 D 

直線やたち目かびり、ボタン穴かびりなど、67 
種類の実用模様びあります。 


■飾りを 

葉や巧、八ートなど、 3] 種類の飾り模様びあり 
ます。 


■ サテンステッチ • 

16種類のヴテンステツチびあります。 


■ ク□スステッチ 

己種類のク□スステツチびあります。 


■飾りサテン巧' 

10種類の飾りサテンびあります。 


■ アルファベット（ゴシック化 ） A 

ゴシック体のアルファベットや記号、数字など 
己5文字あります。 


■アルファベット（筆記体）ぶ 

筆記体のアルファべットや記号、数字など55文 
字あります。 


■ アルファベット（アウトライン）^ 

アウトライン（白抜き文字）のアルファベットや 
記号、数字など已己文字あります。 

■ ひ！5がな fc 

ひらびなや記号、数字など98文字あります。 
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模様を選ぶ 

表示パネルのキーで液晶画面を操作して、模様を選 
択します。実用模様のうち、よく使用する]2模様 
は、表示パネルのダイレクト選択キーで直接選択び 
でさます。 

電源を入れた直後は、^1(直線[左])び選択されて 
います。 I 

〇 使用ずる模様を決めまず。 

• 「模様の種類」（^前ぺージ）を参照してく 
ださい。 

Q 選んだ模様に含った押えを用意します。 

押えは補助テーブルのトレーに収納され 
ています。 

• 各模様で使用する押えは、「模様設定一覧」 
(一 P.124) を参照してください。 

© 押えを取り付けます。 

•「押えを交換する」卜 P.39) を参照して 
<ださい。 


Q 電源を人れまず。 



>液晶画面に「直線[左]」び表示されます。 

0 表示パネルの g (模様選択キー）を押し 
ふ9 〇 

ダイレクト選択キーの模様を選ぶとさは、 
模様のキーを押します。 

⑩ に進みます。 

>模様のグループを選ぶ画面び表示されます。 


© 


(矢印キー）を押して、選ぶ 
模様のグループを反転表示させます。 



因！]を*；^ホ 
A ぶ盛巧の 


苗 

をア\ 


〇 (0 K キー）を巧します。 

>模様を選ぶ画面び表示されます。 


画面の見方 


選択した模様 グループ 


m 


I 

グループ 内の模様の数 

•グループを選び直すときは、 （§) (もどる 
キー）を押します。 

(矢 E ロキ ー） を押して、選ぶ 
^ 模様を反輯表示させます。 


▲ で前の画面、 
れます。 


で次の画面び表示さ 


© (0 K キー）を押します。 

>模様び選択され、模様の設定値び表示されま 
す。 

ffil 必要に応じて、自動止めめいやめい目の 
A 長さなどを調節します。 

•各模様の用途とめいちは、次ページ(降 
を参照してください。 


いろいろなめい方 めい方を還びましよラ 


69 






















いろいろなめい方 


嗦 ぉ願ぃ ) 

♦ 模様を選ぶと、使用する押えのマークび液晶ディ 
スプレイに表示されます。取り付けた押えと合っ 
ているか確認してから、めい始めてください。ち 
し取り付けた押えび間違っていた場合は、いった 
ん電源を切ってから正しい押えを取り付け、もう 
一度模様を選び直してください。 


@ お知らせ I 

参模様のめい目の幅や長さを調節する場合は、「め 
し旧の幅と長さを調節する」卜 P . 己 8) を参照し 
て < ださい。 


70 




















ml 


めいしろを始末する 



裁断した布端びほつれないように、たち目かびりをします。たち目かびりに使用でさる模様は、全部で 
15模様あります。使用する押えごとにめいちを説明します。 


く G>} 甲えを巧つたたち目かがり 

たち目かびり押えく G > を使って、3模様のたち目かびりびでさます。 


模様 キー 


たち目かびり 


11 


12 


13 


普通地-薄地のほつれ止め 


厚地-ほつれやすい布地のほつれ止め 


めい目の長を 


3.5 


已.日 


己.日 


2.己〜已.日 


2.已〜已 .0 


3.己〜已.日 


2.0 


2.5 


2.5 


1 .0-4.0 


1 .0-4.0 


1 .0-4.0 


G 


〇 


たち目かがり押えく G > を取り付けまず。 






G 



「押えを交換する」 (- P .39) を参照して 
<ださい。 


〇 模様を選択しまず。 


•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 

@ 押えのガイドと巧地の端が台うように巧 
^ 地をセットし、押えを下げます。 



〇 


布地の端を押えのガイドにそわせてめい 
まず。 


A 



振り幅を調節したときはプー 
リーをゆっくりと手前に回 
し、針が押えに当た!5ないこ 
とを確認してください。針が 
巧れたり、曲がったりずるお 
それがあります。 


いろいろなめい方 めいしろを始末する 
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いろいろなめい方 


く J >} 甲えを巧つたたち目かがり 

ジグヴグ押えく J > を使って7模様のたち目かびりびできます。 



ち敬 


模様 キー 


用透 


振 0 幅 

めい目の長を 

自動 手動 

自動 手動 


巧え 


ジグザグ[中] 

7 麵 

— 

通常のほつれ止め（中基線/返しめい） 

3.5 

0.0 〜 7.0 

1.4 

0.0 〜 4.0 


ジグザグ[ち] 

8 . 

图 

通常のほつれ止め（ち基線/止めめい） 

3.5 

2 .己〜已 .0 

1.4 

0.3 〜 4.0 


2 点ジグザグ 

9! 

- 

厚地-伸びる布地のほつれ止め 

已 .0 

1 .己〜 7.0 

1.0 

0.2 〜 4.0 


3 点ジグザグ 

10ィ 

4 

' ，二 : r 

I > 

国 

己. 0 

1 .日〜 7.0 

1.0 

0.2 〜 4.0 

J 


14 

卜 

- 

伸びる布地のほつれ止め 

己. 0 

0.0 〜 7.0 

2.5 

0 .己〜 4.0 


たち目かびり 

15 

ニニ 

- 

厚地-伸びる布地のほつれ止め 

己. 0 

0.0 〜 7.0 

2.5 

0 .己〜 4.0 



16 

\ 

- 

伸びる布地のほつれ止め 

4.0 

0.0 〜 7.0 

4.0 

1 .0-4.0 




ジグザグ押えく j > を取り付けまず。 





•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 



@ 模様を選択します。 

•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 

© 巧端より少し外側に針を落としてめいま 


@ おがらせ \ 

参伸びる布地をめうとさは、押えの圧力を弱くする 
とされいにめえます。「押えの圧力を調節する」 
(一 P .41) を参照して<ださい。 
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m 

mj 


サイドカッター}甲えを巧ったたち目かがり 

別売のサイドカッター押えを使って、布地の端を切りなびらめいしろを始末することびできます。己模様の 
たち目かびりびでさます。 


振り幅 めい目の長を 

自動 手動 自動 手動 


たち目かびり 


63 

1 

is 

布地を切りなびら直線めい 

0.0 

0.0〜2.已 

2.5 

0.2〜已 .0 

64 

% 

布地を切りなびらジグヴグ 

3.5 

3.己〜已 .0 

1.4 

0.0〜4.0 

65 

目 S 

布地を切りなびら薄地-普通地のほつれ止め 

3.5 

3.己〜已 .0 

2.0 

1 .0-4.0 

66 1 

1 

布地を切りなびら厚地のほつれ止め 

已 .0 

3.己〜已 .0 

2.5 

1 .0-4.0 

67 

冒 

布地を切りなびら厚地のほつれ止め 

已 .0 

3.己〜已 .0 

2.5 

1 .0-4.0 


S 



9 押えを外します。 


•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 

©押え レバーを下げ、手で針に糸を通しま 


•糸通し装置は使用でさません。サイドカツ 
ター押えび取り付けられているとさに糸通 
し装置を使用すると、故障の原因となりま 
す。 


e 


押え レバーを 上げます。 


〇 サイドカッター押えの作動レバーのふた 
^ また部分で、針の止めネジをはさみまず。 


作動 レバー 



〇 


サイドカッター押えのピンと押えホル 
ダーのミゾが台う位置にサイドカッター 
押えを置き、押えレバーをゆっくり下げ 
ます。 



>サイドカッター押えび取り付けられます。 


いろいろなめい方めいしろを始末する 
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いろいろなめい方 


© 


押えレバーを上げて、サイドカッター押 
えが取り付け5れていることを確認しま 
す。 


〇 


上糸はサイドカッター押えの下を通して、 
後ろ側に引き出します。 



0 模様を選びます。 

•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 


A 


•振り幅を調節したときは、め 
う前にプーリーをゆっくりと 
手前に回し、針が押えに当た 
5ないことを5崔 I ちして < ださ 
し、。針ががれたり、曲がった 
りずるおそれがありまず。 


Q 布地のめい始め部分に 2 cm の切り込み 
、方 を入れまず。 



布地をセツトします。 

布地の切り込みを入れた部分を、サイド 
カッター押えのガイドプレートの上に置さ 
ます。 




•布地を正しく置かないと、布地び切れま 
せん。 


の 


押えレバーを下げ、 
せます。 


S シンをスタートさ 



>めいしろび裁断されなびらめわれます。 

参模様を直線にしてめった場合、めいしろ 
は約己 mm になります。 



陵を 知らせ J 

参サイドカッター押えで切れる布地の厚さは、] 3 
オンスデニム]枚程度までです。 

♦ サイドカッター押えを使ったあとは、糸くずやほ 
こりを取り除いてください。 

参布地び切れなくなってきたときは、サイドカツ 
ター押えの刃を少量の油を含ませた巧でふいてく 
ださい。 
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匿と 
暖1 


地めいをする 



基本となる直線めいをします。直線めいは、次の5模様から選択します。 


ち赖 

模様 

キー 

用途 

自動 

振り幅 
手動 

めい目の長を 
自動 手動 

押え 


■ 

■ 

仮止め 

0.0 

0.日〜7.0 

— 

- 

J 

直線阻 

1 II 

I 

I 

I 

0 

地めい、ギヤヴー、ピンタックなど（左基線/ 
返しめい） 

0.0 

0.0〜7.日 

2.5 

0.2 〜己 .0 

2 - 

I 

I 

I 

I 

- 

地めい、ギヤヴー、ピンタックなど（左基線/ 
止めめい） 

0.0 

0.日〜7.日 

2.5 

0.2 〜己 .0 

直線[中] 

3 II 

I 

I 

I 

① 

地めい、ギヤヴー、ピンタックなど（中基線/ 
返しめい） 

- 

- 

2.5 

0.2 〜已 .0 

兰重めい 

4 III 

III 

III 

0 

めい目を丈夫にしたいとさ、伸びる布地のとさ 

0.0 

0.□〜7.0 

2.5 

1.日〜 4.0 


しつけめい 

己 mm の長さのめい目でしつけめいをします。 

0 ジグザグ押えく J > を取り付けまず。 


Qcfi 


「押えを交換する」 (- P .39) を参照して 
<ださい。 


巧 模様 


巨 I 


I 


を選択しまず。 


•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 


Q 2シンをスタートさせます。 


I 「 S シンをスタートさせる」（一 P .51) を 
参照してください。 



地めい 

〇 


めい含ねせるところを、しつけまたはま 
ち針で止めまず。 


Q ジグザグ押えく j > を取り付けます。 


Qc^ 


恆 


•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 

Q 模様を選択します。 

•「模様を選ぶ」 (- P .69) を参照してくだ 
さい。 

Q めい始めの位置に針を刺しまず。 


いろいろなめい方地めいをする 
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いろいろなめい方 


Q S シンをスタートさせまず。 

•「 S シンをスタートさせる」（一 P . 己 1) を 
参照してください。 

•返しめいをする場合は、「ほつれ止めをす 
る」（一 P . 己 3) を参照してください。 

© めい終わった5糸を切ります。 

•「糸を切る」 (- P .55) を参照してくださ 
い。 



■ 針位置を変えるとき 

直線[左]と直線阵]は、基線となる針位置び 
異なります。 


直線に] 


的 

J 



を 

I 


直線[左]は、ジグヴグの振り幅び標準の設定 
(0.0 mm ) のとさに、針位置から押えのち端ま 
で] 2 mm あります。振り幅を変更 （0 .日〜 
7.0 mm ) すると、針位置び変えられます。振り 
幅を変更し、押えのち端と布端を合わせてめう 
と、一定の幅でめうことびでさます。 

I -振り幅-1 


^ 2.0 已 .0 7.0 



jOJ 〇 〇 UCL 


1 2.0 mm 1 0.0 mm 7.0 mm 5.0 mm 

I —針位置から押えち端までの幅一 I 



•「模様の幅を調節する」卜 P . 己 8) を参照 
して < ださい。 
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すそ上げをする 



スカートやズボンのすそをまつります。まつりめいは、次の2模様から選択します。 


模様 キー 


まつりめい 


17 


<； 


18 


普通地のまつりめい 


伸びる布地のまつりめい 



振り幅 

めい目の長を 

自動 

手動 

自動 

手動 

0.0 

3^—3一 

2.0 

1.0-3.5 

0.0 

3^—3一 

2.0 

1.0 〜3.已 


R 


じ(下の手順でまつりめいをします。 

〇 がりしろをでき上がり線でがり、和端か 
^ 5約曰 mm のところにしつけをします。 

己 mm 



© しつけをしたところかが斤り返し、布地 
の裏を上側にします。 


〇 模様を選択します。 


•「模様を選ぶ」 (- P .69) を参照してくだ 
さい。 

Q 押えのガイドと布地のがり山が合うよう 
^ に布地をセットし、押えを下げまず。 



しつけ位置 



e 


まつりめい押えく R > を取り付けまず。 


•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 


@ ジグザグの振り幅を変更し、針ががり山 
W に少しかかる位置にします。 




y — ► + 


いろいろなめい方 すそ上げをする 
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いろいろなめい方 


■ 針びかかりすざているとを 

針び左側にいさすざています。 

矢印 キーの ►を巧して振り幅を減らし、針び折り 
山にわずかにかかるように調節します。 


裏 


く 

く 

く 

く 



■ 針びかかっていないとさ 

針びち側にいさすざています。 

矢印 キーの イを押して振り幅を増やし、針び折り 
山にわずかにかかるように調節します。 


裏 

< 

< 


表 


< 




•「模様の幅を調節する」卜 P . 己 8) を参照 
して < ださい。 


Q がり山に押えのガイドをそわせてめいま 
一ず。 


Q しつけをほどき、布地を表に返します。 



齡 知らせ j 

参伸びる布地をめうとさは、押えの圧力を弱くする 
とされいにめえます。「押えの圧力を調節する」 
(一 P .41) を参照してください。 


78 







































ボタン巧をかがる 



ボタンホールを作って、ボタンを付けます。ボタン穴かびりは、10模様から選択できます。 


ち赖 


模様 

キー 

用 透 

自動 

振り幅 
手動 

めい目の長を 
自動 手動 

巧え 


1 

[ 

I 

- 

薄地-普通地のねむり巧、横穴 

已 .0 

3.日〜已 .0 

0.4 

0.2-1.0 

A 

43( 


- 

力びかかるところの横巧 

已 .0 

3.0〜已 .0 

0.4 

0.2 〜1.0 

44 1 


- 

厚地の横穴 

己0 

3.0〜已.日 

0.4 

0.2-1.0 

45 


圍 

張りのある素材の両止め用 

已 .0 

3.0〜已 .0 

0.4 

0.2 〜1.0 

ボタン穴かがり 

46 ^ 


- 

伸びる布地-編み地用 

6.0 

3.0〜目。 

1.0 

0.己〜2.0 

47[ 


- 

伸びる布地用 

6.0 

3.0〜目。 

1.5 

1.0-3.0 

48 「 


- 

玉ぶち穴かびり（バウンドボタンホール） 

己.0 

0.0〜目.0 

2.0 

0.2 〜4.0 

49! 

1 

- 

厚地-毛足の長い布地のはとめ穴 

7.0 

3.0〜7。 

0.5 

0.3-1.0 

50 1 

1 

- 

普通地-厚地のはとめ巧 

7.0 

3.0〜7.日 

0.5 

0.3 〜1.日 

51 1 

1 

- 

厚地-毛足の長い布地の横穴 

7.0 

3.0〜7.0 

0.5 

0.3 〜1.日 

ボタン付け 

55 

毎 

- 

ボタン付け 

3.5 

2.5 〜4.己 

- 

- 

M 


いろいろなめい方 ボタン穴をかびる 
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いろいろなめい方 


ボタン ホールを 作る 



「ボタンの直径+厚み」び約 28mm 下のボタンホールび作れます。 
ボタン穴かびりは、次の順で押えの手前から後ろに向かつてめわれます。 


r 






-止めめい 


止めめい 




II 


-止めめい 


止めめい 


J 


ボタン穴かびりで使用するボタン穴かびり押え <A> 
の各部の名称は次のとおりです。 


A ボタン穴かがりをする位置にチヤコペン 
— ^ などでしるしを付けます。 






Q ボタン穴かがり押えく A > の台皿を引き 
胃 出し、ボタンをのせてはさみます。 


鐵 

111111 [ 

1 


:]) 

) c, 

4 

j ' 'l-J —— ' ^^ 
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ボタンび台皿にの 5 ないとを 

「ボタンの直径+厚别を、押えスケールの目盛り （1 
目盛り已 mm) に合わせて、大ささを決めます。 



例：直径]日 mm、 厚み]日 mm のボタン 
-►スケールを2己 mm に合わせる 


四 


1 0mm 


e 


1 已 mm 

>ボタン穴かびりの大きさび決まります。 

ボタン穴かがり押えく A > を取り付けま 
す。 

•「押えを交換する」卜 P.39) を参照して 
<ださい。 


Q 模様を選択します。 


•「模様を選ぶ」卜 P.69) を参照してくだ 
さい。 

@ 押えの赤のしるしと布地のしるしの手前 
^ 側を含わせ、押えを下げます。 


布地のしるし（手前） 



上糸は押えの穴から押えの下に通してお 
さます。 


•押えを下げるときに、押えの手前部分を 
押さないでください。ボタン穴かびりの 
大ささび正確にめえません。 



ミシン本化のボタン穴かがりレバーを一 
^ 番下まで引き下げまず。 


ボタン穴かびりレバー 



ボタン穴かびりレノ く一び、押えの突起部 
の後ろ側になるようにします。 

ボタン穴かびりレバー 

の 



突起 


I •左手で 上糸を軽く持ち、ミシンをスタ— 
胃 卜させまず。 



>めい終わると、自動的に止めめいをして止ま 
ります。 

@ 糸を切り、押えを上ばて布地を取り出し 

、方ます。 


いろいろなめい方 ボタン穴をかびる 
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いろいろなめい方 


Q ボタン穴かがりレパーをもとにらどします。 


©めった 部分を切!5ないように、かんめき 
止めの内側にまち針を刺します。 


まち針 

I 

一 巧り 


A 付属のリッパーでボタン穴を切り開きま 
一す。 



はとめ穴の場合は、付属のはとめ穴パン 
チで穴をあけてから、 U ッパーで切り開 
さます。 



•はとめ穴パンチを使用するときは、布地 
の下に厚紙などを敷いて穴をあけてくだ 
さい。 


■ めい目のあ5さを変えるとき 

めい目の長さを調節します。 



参「めい目の長さを調節する」（- ►P . 己 9) を 
参照してください。 

• 厚地の場合などで布地び進まないときは、 
めい目をあら< します。 

■ 振り幅を変えるとき 

ジグヴグの振り幅を調節します。 



•「模様の幅を調節する」卜 P. 己 8) を参照 
して < ださい。 


jP お知らせ 1= -- 

参ボタン穴かびりをするとさは、めい目の長さや振 
り幅を確認するため、必ず試しめいをしましよ 
ラ。 


〇 


リッパーで穴を開ける方向に、 
手や指を置かないで < ださし、。 
すべったときにケガをするお 
それがありまず。 


82 




























■ 伸びる布地をめうとき 

伸びる布地にボタン穴かびりをするときは、お 
ひちを入れてめいます。 

( T ) ボタン穴かがり押えく A > の図の部分に 
^ 芯ひもをかけ、おひもの端を反対側のミ 
ゾにはさんで軽く結びます。 


f 6) めい終わった5芯ひもを引いてたるみを 
^ な< します。 



咬ミ:、 





C 7 J 手めい針を使用して巧地の裏側に芯ひら 
一 を引き出して結びます。 


( p ) ボタン穴かがり押えく A > を取り付けま 
ず。 

•「押えを交換する」(- P.39) を参照し 
て < ださい。 

@ 模様が回または 47 [] を選択しまず。 


( a ) 芯ひもの太さより大きめに振り幅を設定 
^ しまず。 


( bi 押えレノ (一とボタン穴かがりレノ（一を下 
^ ばて、 S シンをスタートさせます。 


いろいろなめい方 ボタン穴をかびる 
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いろいろなめい方 


ボタンを付ける 



ボタンをめい付けます。穴び2つまたは4つのボタ 
ンび付けられます。 


〇 押えレバーを上げ、本イ本背面下側にある 
W ド□ップレバーを正面か5見てち側 
( TT ) に動かします。 



>送り歯び下に下びります。 


Q ボタン付け押えく M > を取り付けます。 



•「押えを交換する」卜 P.39) を参照して 
<ださい。 


Q めい付けるボタンをボタン付け押えく M > 
に取り付けます。 




参4つ穴のボタンを付けるときは、手前の穴 
を先にめいます。手前の穴びめい終わつ 
たら、ボタンをずらして後ろの穴に合わ 
せ、もう一度めいます。 



©模様 55毎を選択します。 

•「模様を選ぶ」卜 P. 目 9) を参照してくだ 
さい。 

• プログラム糸切りは設定しないでくださ 
い。 

@ プーリーを手前に回し、針がボタン穴に 
^ 交互に入るか確認しまず。 

ボタン穴の間隔に合わせて、振り幅を調 
節します。 
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• めう際には、ボタンに針が当 
た5ないように注意して < だ 
さい。針ががれたり、曲がつ 
たりするおそれがあります。 


© S シンをスタートさせます。 

>自動的に止めめいをしたあとに止まります。 

• 糸切りスイッチは使用しないでください。 

•ボタンをしっかりと付けたいとさは、ボ 
タン付けの操作を2回くり返します。 

A めい終わりの上糸を布地の裏に引き出し、 
— ^ 下糸と結びます。 

めい始めの上糸と下糸は、はさみで切り 
ます 0 



Q ボタン付けが終わつた!5ド□ツプレバー 
^ を正面か5見て左側 （ 4去）に動かし、 
送り歯をもとにもどします。 



■ 足を付けるとき 

ボタンの付け根に足（糸足）付けるとさは、ボタ 
ンと布の間にすき間をあけた状態でめい、あと 
で手で巻き付けます。ボタンをしっかりと付け 
ることびでさます。 

01 ボタン付け押えく M > にボタンを取り付 
^ けた5、足レバーを手前に引きます。 



f 2) めい終わった5上糸を長めに切り、ボタ 
^ ンと巧の間の糸足に巻き付けて、めい始 
めの上糸と結びまず。 

めい始めとめい終わりの下糸は、布地の 
裏側で結びます。 



(3) 余分な糸を切ります。 


いろいろなめい方 ボタン穴をかびる 
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いろいろなめい方 


フアスナーを 付ける 


五 


ファスナーをめい付けます。 


ち赖 

模様 

キー 

用途 

自動 

振り幅 
手動 

めい目の長さ 
自動 手動 

押え 

直線[中] 

3 II 

1 

1 

1 

1 

巧 

ファスナー付け 

おとし三シンやピンタック 

- 

- 

2.5 

0.2〜日 .0 

1 


ファスナーの付けちによってめいちび異なります。ここでは、つさ合わせと片返しの場合のめいちを説 
明します。 


つを合わせ 



つき合わせた布地の両方にステッチび入ります。 


めいしろを割り、裏か5アイ□ンをかけ 
一まず。 



1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

. -ステッチ 

表 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 



\ぁき止まり 


n ジグザグ押えく j > を取り付けて、あき止 
まりの位置まで地めいをします。 

布地は表どうしを合わせ、あさ止まり部 
分は返しめいをします。 

•「地めいをする」卜 P.7 己）を参照してく 
ださい。 

Q ファスナーを付ける部分のでき上がり線 
、方 にしつけをします。 



しつけ 


返しめい 



〇 めい目とファスナーの中央を合わせて、 
— ^ にけをします。 


け 

h 


: - しつけ 

裏 

1 

i ——フアスナー 




3 片押えく |>のピンのち側を押えホルダー 
に取り付けます。 


ピンち側 


—針落ち位置 


•「押えを交換する」卜 P.39) を参照して 
<ださい。 
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@ 模様 


を選択しまず。 


•「模様を選ぶ」卜 P.69) を参照してくだ 
さい。 


〇 


参片押えく |>を使用するとさは、 
必ず直線[中]を使用し、プー 
リーをゆっくりと手前に回し 
て針が押えに当た5ないこと 
を確認してください。他の模 
様を使用ずると、針が押えに 
当たり、がれたり、曲がったり 
ずるおそれがあります。 


〇 


巧地の表か!5ステッチをかけます。 


ll 

ステッチ — r , 

1 

1 

1 

1 

1 1 

1 —しつけ 

表 1 ■ 

1: 

il 

il 

1 1 

1 — 

\ぁき止まり 



A 


めう勵こは、フ アスナー に針が 
当た5なしけうに注意してくだ 
さい。針ががれたり、曲がった 
りするおそれがあります。 


Q しつけをほどさます。 


片返し 

布地の片側にステッチび入ります。脇あきや後ろあ 
きのときに使用します。 



ここでは、図のように左側にステッチを入れる場合 
を例に説明します。 

A ジグザグ押えく j > を取り付けて、あき止 
まりの位置まで地めいをしまず。 

布地は表どうしを合わせ、あさ止まり部 
分は返しめいをします。 

•「地めいをする」卜 P.7 己）を参照してく 
ださい。 

ファスナーを付ける部分のでき上がり線 
、方 にしつけをします。 


しつけ、 


返しめい、 



© 


めいしろを割り、裏か5アイ□ンをかけ 
ます。 



いろいろなめい方 ファスナ—を付ける 
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いろいろなめい方 


〇 ち側（ステッチが入5ない方）のめいし 
y ろを 3 mm 出してアイ□ンをかけます。 



3 mm 出したがり山とファスナーのむし 
^ の端を台わせて、しつけまたはまち針で 
止めまず。 


〇 


参片押えく |>を使用ずるとさは、 
必ず直線[中]を使用し、プー 
リーをゆっくりと手前に回し 
て針が押えに当た5ないこと 
を確認してください。他の模 
様を使用ずると、針が押えに 
当たり、がれたり、曲がったり 
するおそれがあります。 


©3 mm 出したがり山部分を、あき止まり 
の方か5めいます。 



© 


片押え く 1>のピンのち側を押えホルダー 
に取り付けまず。 



例とは反対側をめラ場合は、左側のピン 
を取り付けます。 


ピンち側 


—針落ち位置 

。 

•「押えを交換する」卜 P.39) を参照して 
<ださい。 

〇 模様 3 I を選択しまず。 


A 


I めう際には、 フアスナー に針が 
当た5ないように注意して< 
ださい。針ががれたり、曲がつ 
た0するおそれむ X あ0ます。 


A 残り曰 cm ほどまでめった5いったんミ 
^ シンを止めて針を下げたまま押えを上げ 
ます。 


•「模様を選ぶ」卜 P.69) を参照してくだ 
さい。 
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ファスナーを開いて続きをめいます。 



AI ファスナーをとじて表に返し、反対側を 
胃 にけしまず。 



片押え く 1>のピンの逆側を押えホルダー 
に取り付けまず。 

〇 でち側に付けた場合は、左側に付け誓 
えます。 

ピン左側 


針落ち位置— 

日 


^ 巧地の表か!5ステッチをかけます。 

あさ止まり側から返しめいをし、押えの 
端をファスナーのむしにそわせてめいま 
す。 



返しめい 

あき止まり—— 

/ 

J めい始め 

1 

表 

J 

♦ 

\しつけ 


〇 残り曰 cm ほどまでめった!5いったんミ 
胃 シンを止め、針を下げたまま押えを上げ 
まず。 


6す でき上がり線のしつけをほどいてファス 
ナーを開き、続きをめいます。 



いろいろなめい方 ファスナ—を付ける 
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いろいろなめい方 


伸びる巧地やゴムテープをめ5 


伸びる布地をめったり、ゴムテープをめい付けます。 



ち赖 

模様 

キー 

用透 

自動 

振り幅 
手動 

めい目の長さ 
自動 手動 

押え 

伸縮めい 

5 ! 



1.0 

1.0-3.0 

2.5 

1 .0-4.0 

J 

2点ジグザグ 

9! 

- 

ゴムテープ付け 

5.0 

1.5 〜7.0 

1.0 

0.2 〜4.0 

3点ジグザグ 

… i 

图 

己.0 

1.日〜7.0 

1.0 

0.2 〜4.0 

ゴムひちつけ 

28! 

- 

伸びる布地のゴムテープ付け 

4.0 

0.0 〜7.0 

1.0 

0.2 〜4。 


それぞれ iU 下の点にを意してめつてください。 


伸縮めい 


>ゴムテ-プ付け 



0 ジグザグ押えく J > を取り付けます。 


そで□やウェストなどにゴムテープをめい付ける場 
合は、ゴムテープび縮んでいる状態びでさ上がり寸 
法になります。必要な長さのゴムテープを用意しま 
す。 



まち針で巧地の裏側にゴムテープを止め 
ます。 


•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 


布地とゴムテープび均等になるように数 
か所止めます。 


〇 模様5 ^を選択します。 

•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 


@ 布地を伸ばさないようにめいまず。 




@ ジグザグ押えく J > を取り付けます。 


Qck 




•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 
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© 模様を選択します。 


•「模様を選ぶ」卜 P.69) を参照してくだ 
さい。 

〇 ゴムテープび布地と同じ長さになるよう 
に伸ばしなが5めいます。 

左手で後ろ側の布地を引っ張り、ち手で 
押えに一番おいまち針のところを引っ張 
ります。 




A 


• めう際には、まち針などが針に 
当た!5ないように注意して< 
ださい。針ががれたり、曲がつ 
た0ずるおそれむ’< あ0まず。 


いろいろなめい方 伸びる布地やコムテ—プをめラ 
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いろいろなめい方 


ップリケ/パッチワーク/キルトをめ5 



アップ U ケやパッチワーク、キルトをめうとさに使用する模様について説明します。 


ち赖 

模様 

キー 

用 透 

自動 

振り幅 
手動 

めい目の長を 
自動 手動 

巧え 

ジヴ++•グ 

7 $ 

- 

アップ U ケ布のめい付け（中基線/返しめい） 

3.5 

0 .日〜 7.0 

1.4 

0 .日〜 4.0 

J 

60 

苗 

- 

アップ U ケキルト、フ U —モーションキルト、 
サテンめい 

3.5 

0 .日〜 7.0 

1.4 

0.0 〜 4.0 

アップ U ヶ 

19 _ 


圓 

アップ U ケ布のめい付け 

3.5 

2 .已〜已 .0 

2.5 

1 .目〜 4 .日 

61 1 

Q 

- 

アップリケ、バインディング 

1.5 

0 .己〜己. 0 

1.2 

1 .0-4.0 

ピーシング直線 

57 r 

!p 

- 

ピーシング用直線（押えち端から 7 mm のめいし 
ろ） 

己. 0 

0.0 〜 7.0 

1.6 

0.2 〜已 .0 

58 f 

! p 

- 

ピーシング用直線（押えち端から 7 mm のめいし 
ろ） 

2.0 

0.0 〜 7.0 

1.6 

0.2 〜已 .0 

つさ合わせ 

22 ^ 
r -^ 

r -^ 

- 

パッチワーク 

4.0 

0.0 〜 7.0 

1.2 

日. 2 〜 4.0 

23 r - 
く 
< 
< 

> 

> 

> 

>1 

- 

己. 0 

2 .己〜 7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

24 ^ 

> 

与 

- 

5.0 

0.0 〜 7 .日 

1.2 

0.2 〜 4.0 

手めい風直線 

59 1 

Ml 

III 

0 

- 

手めい風キルト直線 

0.0 

0.0 〜 7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

キルティング模様 

62 

1 

- 

キルトの背景めい 

7.0 

1.0 〜 7.0 

1.6 

1 .0-4.0 



© アップリケ巧の裏に厚紙の型紙をあてて、 
アイ□ンででき上がり線をがります。 
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©アップリケ 巧を表に返し、±台になる巧 
^ にしつけまたはのりで止めまず。 



Q ジグザグ押えく j > を取り付けまず。 


©プーリーを 手前に回し、アップリケ巧の 
^ 端か5少し外側に針が刺さるようにして 
めい始めます。 



急な角度をめうとさは、アップ U ケ布の 
外側に針を刺したまま、押えを上げて少 
しずつ方向を変えなびらめいます。 



•「押えを交換する」卜 P.39) を参照して 
<ださい。 

@ 模様を選択します。 

•「模様を選ぶ」卜 P.69) を参照してくだ 
さい。 


いろいろなめい方 アップリケ/パッチワ—ク/キルトをめう 
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いろいろなめい方 


パッチワーク（クレイジー丰ルト） > ピーシンク 



〇 上になる布地の端をがって下側の巧地と 
— ^ 重ねます。 


© 両方の布地に模様がまたがるようにめい 
一まず。 


パッチワークで布と布（ピース）をめい合わせるこ 
とを、「ピーシング」といいます。布には、すべて 
7.0 mm のめいしろを付けて裁断します。 

ピーシング用直線は、押えのち端、または左端から 
7.0 mm のところをめいます。 

A ピーシングする巧のめいしろを、しつけ 
y またはまち針で止めます。 




@ ジグザグ押えく j > を取り付けます。 


施 




•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 


@ 模様 


日 7 I または日 8 !を選択します。 


•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 


Q 巧端を押えの端に合わせてめいまず。 

I めいしろびちの場合 

押えのち端に巧端を合わせ、 57 ip の模様でめいます。 

7mm 


QG[ 

A 

■ めいしろび左の場合 

押えの左端に巧端を合わせ 、 ss i P の模様でめいます。 

7mm 


oq 

A 
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参めいしろの幅を変更する（針位置を変更する）場 
合は、ジグヴグの振り幅を調節します。「模様の 
幅を調節する」卜 P . 己 8) を参照してください。 


キルティング 



表布と裏布の間にキルト綿をはさんでめい合わせる 
ことを、「キルティング」といいます。別売のウォー 
キングフットやキルターを使用すると、されいにめ 
うことびでさます。 


A キルティングする巧をしつけで止めまず。 


Q ウオーキングフットを取り付けます。 


• 「ウ オー キングフットを使用するとき」 （一 
P .42) を参照してください。 

0 模様を選択します。 


•「模様を選ぶ」 (- P .69) を参照してくだ 
さい。 

0 押えの両側に手を置き、巧をしっかりと 
張〇てめいます。 



:* 撮い ） 

\ 

1 

ットを使用してめうとさは、速さ 
速にしてめつてください。 

参ウ オー キングフ 
をゆつ<り〜 中 i 


い 

ろ 

い 

ろ 

な 

め 

い 

方 


ア 

ジ 


プ 

U 

ケ 



ツ 

チ 

9 


ク 

/ 

キ 

ル 

卜 

を 

め 
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いろいろなめい方 


■ キルターを使用する 

別売のキルターを使用すると、めい目を平行に 


フリ_モ—シ ヨン キルト 



そろえて等間隔にめうことびでさます。 



〇) ウ オー キングフツトまたは押えホルダー 
^ の 穴に、キルタ ーの 棒を差し込みます。 


フ U —モーションキルトをするときに、送り歯を下 
げて（ド□ップフィード）布地をどの方向へち自由 
に動かせるようにします。 

フ U —モーションキルトをするときは、別売のキル 
卜押えを使用します。 



□ ウ オー キングフット 



〇 押えと押え ホルダーを 外しまず。 

•「押えホルダーを外すとさ」を参照してく 
ださい。（一 P .41) 


□ 巧えホルダー 



(2) めい終えためい目とキルターのガイドが 
^ 含うように、棒の長さを調節します。 



〇 


キルト押えを押え棒の左側と下側に合わ 
せます。 


このとさキルト押えの棒び、針の止めネ 
ジの上になるようにします。 


e 


キルト押えをち手で押さえ、左手でドラ 
イバーを回して押え ホルダーの ネジをし 
めます。 



〇 


I ネジは、付属のドライバーで 
確実にしめてください。ネジ 
のしめ方がゆるいと針が押え 
に当たり、がれたり、曲がつ 
たりずるおそれがありまず。 
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A 本体背面下側にあるド□ップレバーを正 
^ 面か5見てち側 ( TT ) に動かしまず。 



>送り歯び下に下びります。 


@ 電源を入れ、模様を選択しまず。 

•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 

@ 両手で布地を張ってたるまないようにし、 
下絵をなぞるように布地を動かしまず。 

めい始めとめい終わりは、止めめいをし 
ます。 


下給 



0 めい終わった5ド□ップレバーを正面か 
^ 5見て左側（一）に動かし、送り歯を 
ちとにらどしまず。 



• 通常は左側にしておさます。 


いろいろなめい方 アップリケ/パッチワ—ク/キルトをめう 
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いろいろなめい方 


サテンめい 


>スピードコント□ールレバーでジグヴグの振 
り幅び変更でさるようになります。 


サテン模様でジグヴグの振り幅を変化させて、飾り 
模様をめうことびできます。スピードコント□ール 
レバーの設定を変更して、振り幅の調節び手ちとで 
できるようにします。めう速度は、フットコント 
□ ーラーで調負 P します。 


〇 ® ( OK キー）を押します。 

>最初の画面にもどります。 


0 フットコント□ーラーを取り付けまず。 


© 模様 SD J を選択します。 


• 「ミシンをスタートさせる」（一 P . 己 1) を • 「模様を選ぶ」（一 P .69) を参照してくだ 

参照してください。 さい。 


Q ジグザグ押えく j > を取り付けまず。 


Qc^ 



•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 


© 電源を入れ、表示パネルの@ 
キー）を押します。 


馈定 


>設定画面び表示されます。 


〇 ▲▼ィ ► 佚 E ロキ ー) を押して、 
^ を反 I 歲ホさせます。 




階四 

程〇 :阁 


めいながらスピードコント□—ルレバー 
^ を動かして振り幅を調節しまず。 

レノ く一を左に動かすと振り幅はせまくな 
り、ちに動かすと広くなります。 


ゆっくり ..• • はやく 



春めう速度は、 フットコント□ーラーで 調 
節します。 


© ® ( OK キー）を押します。 

振り幅コント □ ールを設定する画面び表示さ 
れます。 


趣_ 

13 ONI 


を押して日 N を反輯表示させます。 

►を押すと、 OFF にちどります。 


〇 めい終わった5、振り幅コント□ールを 
OFF にもどします。 


IP お知らせ^ 

参めい目の長さを 日. 3 〜日.己 mm に設定すると、き 
れいにめラことびでさます。 


姐_ 

13卜 
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I 「 S シンをスタートさせる」（一 P .51) を 
参照してください。 


|| 


匠と 

原； 


丈夫にしたいところをめう 



そでぐりや股ぐりなどのめい目を丈夫にしたり、ポケット□などのあき止まり部分を補強するときに使 
用します。 


を赖 

模様 

キー 

用透 

自動 

振り幅 
手動 

めい目の長を 
自動 手動 

押え 

兰重めい 

4 111 

III 

III 

の 

そでや股下などのめい目を丈夫にする 

0.0 

0.0 〜 7.0 

2.5 

1 .己〜 4.0 

J 

かんどめ 

54 B 

圍 

- 

ポケットロなどのあさ止まりの補強 

2.0 

1.0-3.0 

0.4 

0.3-1. 0 

A 

ダーニング 

52 innn 

1111111 

[ j [ j | j | 

- 

普通地のつくろいめい 

7.0 

2 .己〜 7.0 

2.0 

0.4 〜 2 .己 

53 1 

- 

厚地のつくろいめい 

7.0 

2 .己〜 7.0 

2.0 

0.4 〜 2 .己 


=重めい 

そでぐりや股ぐりなどめい目を丈夫にしたいところ 
をめ5とさに用います。 

0 ジグザグ押えく J> を取り付けます。 


Qcfi 




「押えを交換する」 (- P .39) を参照して 
<ださい。 


〇 模様 i を選択しまず。 


•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 


|c| S シンをスタートさせます。 


かんどめ 

かんどめはポケット□やあさ止まりなど、力のかかる 
部分を補強するときに用います。 

ここでは、ポケット□にかんどめをする場合を例に 
説明します。 



〇 


かんどめめいをする長さを決めます。 

ボタン穴かびり押えく A > の押えスケー J レ 
の目盛り （] 目盛り己 mm) を合わせて、 
長さを決めます。 

巧えスケール 


いろいろなめい方 丈夫にしたいところをめう 


vi 


かんどめの 
でさ上びり寸法 


ま 

さ 

で 

§ 

ど 

ん 

か 

の 

m 

m 

8 

2 

約 

大 

ヨ反 
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いろいろなめい方 


© ボタン穴かがり押えく A > を取り付けま 


ボタン穴かびりレバーび、押えの突起部 
の後ろ側になるようにします。 


•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 

@ 模様54 I を選択します。 

•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 

A ボケット□が手前になる向きに布地を置 
y き、ポケット□より 2 mm 手前に針が刺 
さる位置で押えを下げます。 



2mm 


ボタン巧かびりレバー 



突起 


© 


左手で上糸を軽く持ち、ミシンをスター 
卜させまず。 



>めい終わると、自動的に止めめいをして止ま 
ります。 


上糸は押えの穴から押えの下に通してお 
さます。 


©糸を 切り、押えを上げて布地を取り出し 
一ます。 


•押えを下げるときに、押えの手前部分を 
押さないでください。かんどめの大ささ 
び正確にめえません。 



@ ボタン穴かがりレバーをもとにもどしま 
W す。 


P お知らせ^ 

参厚地などで布地び進まないとさは、めい目を長く 
(めい目をあらく）します。「めい目の長さを調節 
する」（一 P . 己 9) を参照してください。 


ミシン本体のボタン穴かがりレバーを一 
— ^ 番下まで引き下げます。 


ボタン穴かびりレバー 
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配 


7mm 


• 最大約 28mm のダーニングびでさます。 

@ ボタン穴かがり押えく A > を取り付けま 


「押えを交換する」 (-P.39) を参照して 
<ださい。 


@ 模様 


已2 


mnn 

1111111 

1111111 

1111111 

UUUI 


または 


已3 


を選択しまず。 


•「模様を選ぶ」卜 P.69) を参照してくだ 
さい。 


0 つくろいめいをする長さを決めまず。 

ボタン穴かびり押えく A> の押えスケール 
の目盛り （] 目盛り己 mm) を合わせて、 
長さを決めます。 

押えスケール 



〇 


つ<ろいめい（ダーニンク） 

布地びやぶれたとさなどに、つくろいめいをします。 
ダーニングは、次の順でめわれます。 


】 


ダーニングめいをする節囲の 2 mm 手前 
に針が刺さるように布地を置き、押えを 
下げまず。 



上糸は押えの穴から押えの下に通してお 
さます。 


•押えを下げるときに、押えの手前部分を 
押さないでください。ダーニングの大さ 
さび正確にめえません。 




A 



ダ—ニング① 
でさ上びり寸法 


いろいろなめい方 丈夫にしたいところをめラ 
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いろいろなめい方 


ミシン本化のボタン穴かがりレバーを一 
^ 番下まで引き下げます。 


ボタン穴かびりレバー 



ボタン穴かびりレバーび、押えの突起部 
の後ろ側になるようにします。 

ボタン穴かびりレバー 



突起 


© 


左手で上糸を軽く持ち、ミシンをスター 
卜させます。 



>めい終わると、自動的に止めめいをして止ま 
ります。 


〇 


糸を切り、 
ます。 


押えを上ばて布地を取り出し 


@ ボタン穴かがりレバーをもとにもどしま 
W ず。 


@ お知らせ I 

♦ 厚地などで布地び進まないとさは、めい目を長く 
(めい目をあらく）します。「めい目の長さを調節 
する」（一 P . 已 9) を参照してください。 
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はとめ巧を作る 



ベルトの穴などに使用するはとめ穴（アイレット）を作ります。はとめ穴は、 7mm-6mm-5mm の 
3つの大きさびあります。 


ち赖 模様 

Ban 


ベルトの穴かびりなど 



振り幅 

めい目の長を 

自動 

手動 

自動 

手動 

7.0 

7.0 X 6.0 

/瓦0 

7.0 

7.0 X 6.0 

X 5.0 


9 模様めい押えく N > を取り付けます。 0 ミシンをスタートさせます。 



•「押えを交換する」卜 P.39) を参照して 
<ださい。 

@ 模様56〇を選択します。 

•「模様を選ぶ」卜 P.69) を参照してくだ 
さい。 

Icf ジグザグの振り幅、またはめい目の長さ 
^ のどち!5かを調節して、穴の大きさを選 
びまず。 


7mm 


6mm 


gum. 


己 mm 


• 「模様の幅と長さを調節する」（^ド.己8)を 
参照してください。 

©めい 始めの位置に針を刺し、押えレバー 
^ を下げます。 


>めい終わると、自動的に止めめいをして止ま 
ります。 

を 付属のはとめ穴パンチで穴をあけます。 



参はとめ穴パンチを使用するときは、布地 
の下に厚紙などを敷いて穴をあけて<だ 
さい 


お知5せ > 


細い糸でめラと、めい目びあら < なることびあり 
ます。その場合は、重ねて2回めうとされいにで 
さあびります。 



いろいろなめい方 はとめ穴を作る 
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いろいろなめい方 


飾りめいをする 



いろいろな飾りめいびでさます。 


ち抑 

模様 

用透 

自動 

振 0 幅 
手動 

めい目の長さ 
自動 手動 

巧え 

フアゴテイング 

26パ 

A 

A 

A 

\ 

\ 

布地と布地の間を離してかびる 

已 .0 

0.0〜 7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

J 

27 幫 

已 .0 

2.己〜 7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

つき合わせ 

22 ^ 

飾りめい 

4.0 

0.0〜 7.0 

1.2 

0.2 〜 4.0 

23 卜 
< 
< 
< 

> 

> 

> 

：=j 

5.0 

2.己〜 7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

24 < 

己0 

0.0〜 7.0 

1.2 

0.2 〜 4.0 

シェルタック 

20卜 
\ 

: 

シェルタック 

4.0 

0.0〜 7.0 

2.5 

0.2 〜 4.0 

スモッキング 

25 

1 

r 

スモッキング 

5.0 

0.0〜 7.0 

1.6 

1 .0-4.0 

26 パ 

A 

A 

\ 

5.0 

0.0〜 7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

27 & 

5.0 

2.己〜 7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

スカラップ 

21等 

サテンスカラップ 

5.0 

2.己〜 7.0 

0.5 

0.1〜1.0 

N 

飾りめい 

33 


レース付け、ふち飾り、ヘアルームなど 

3.5 

] .己〜 7.0 

2.5 

1.目〜 4.0 

34 、 

含 

6.0 

] .己〜 7.0 

3.0 

] .己〜 4.0 

35 ^ 


薄地-普通地-平織り巧のふち飾り、ヘアルー 
ムなど 

己.0 

] .己〜 7.0 

3.5 

] .己〜 4.0 

36 K 

• 

■ 

卜 

> 

> 

■J 

5.0 

] .己〜 7.0 

4.0 

1.己〜 4.0 

37 、 

1 

1 

已 .0 

] .己〜 7.0 

2.5 

1.己〜 4.0 

38 つ 

: 

己.0 

] .己〜 7.0 

2.0 

1.己〜 4.0 

39 [ 

弓 

ふち飾り、 U ボン通し、ヘアルームなど 

己.0 

] .己〜 7.0 

3.0 

1.己〜 4.0 

40 -1 

ヘアルームなど 

6.0 

] .己〜 7.0 

1.6 

1 .0-4.0 

41 ミ 

己0 

1.己〜 7.0 

1.6 

1 .0-4.0 
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振 0 幅 

自動 手動 


めい目の長さ 
自動 手動 


4.0 

0.0〜 7.0 

3.0 

2.0 〜 4.0 


4.0 

0.0〜 7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

J 

已.己 

0.0〜 7.0 

1.6 

1 .0-4.0 


己0 

1 .5-7.0 

1.0 

0.2 〜 4.0 

N 


飾りめい 


29( 

弓 

30 : 

1 

3^ 

g 

32長 


飾りめい 


フアゴテインク 



布地と布地の間を離して糸でかびるめいちを「フアゴ 
テイング」といいます。ブラウスや子供服などに用い 
ます。太い糸を使用するときれいに仕上びります。 


〇 巧地をでき上がり線で巧って、アイ□ン 
— ^ をかけておきます。 


@ 八卜□ン紙などの薄い紙に 4 mm の間隔 
^ をあけて、布地をしつけしまず。 



Q ジグザグ押えく j > を取り付けます。 


@ ジグザグの振り幅を 7.0 mm に設定しま 


•「模様の幅を調節する」卜 P. 己 8) を参照 
して < ださい。 

Q 押えの中/こ\を巧と巧の中/こ\に合わせてめ 
います。 




Qc^ 



〇 めい終わった5、紙をやぶいて取り除き 
一ます。 


•「押えを交換する」卜 P.39) を参照して 
<ださい。 

〇 模様 2 S ^または 27 封を選択しまず。 

•「模様を選ぶ」卜 P.69) を参照してくだ 
さい。 


10己 















































いろいろなめい方 


スカラップ 


) スモッキンク 



貝殻を並べたような連続した波形の模様を「スカ 
ラップ」といいます。ブラウスのネ今や八ンカチの店、 
ち飾りなどに用います。 


ギヤヴーの上に模様や刺しゆうをした飾りめいのこ 
とを「スモッキング」といいます。ブラウスの胸ち 
とやそで□の飾りなどに用います。 


〇 模様めい押えく N > を取り付けます。 


0 ジグザグ押えく J > を取り付けます。 



•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 


•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 


〇 模様 2 1^を選択しまず。 

•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 

@ 模様が巧端にかか!5ないように、巧端か 
— ^ 5少し離してめいまず。 



• めう前に布地にアイ□ン用スプレーのり 
をかけておくと、きれいに仕上びります。 


© 直線を選択し、めい目の長さを4.0 mm 、 
^ 糸調子を弱めにします。 


•「めい目の長さを調節する」（一 P . 己9)、 
「上糸の調子を変更する」 (- P .56) を参 
照してください。 

@ 1 cm の間隔をあけて、平行に数本めいま 


Icm 



〇 


めい目にそって巧端を切りまず。 



•糸を切らないように注意してください。 


• 返しめいと糸切りはしないでください。 

0 下糸を引いてギャザーを寄せます。 

アイ□ンでギヤヴーを整えておさます。 
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© 


模様に合わせてジグザグ押えく J > を取り 
付けます。 


Qc£ 




•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 

@ 模様 2 5讓または託篆、 27 胃選択しま 
ず。 


•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 

〇 直線めいの間をめいます。 



Q 直線めいの糸を抜さ取ります。 



シェルタック 

貝殻を並べたような連続したひだを作ることを 
「シェルタック」といいます。店\ちどりや、ブラウス 
の胸もと、そで□の飾りなどに用います。薄地の布 
地を使用します。 


〇 


布地をバイアスにがります。 



Q ジグザグ押えく j > を取り付けます。 


施 




•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 

@ 模様 2 D h を選択し、上糸を強めにしま 
ず 。 


〇 


•「模様を選ぶ」(- P .69). 「上糸の調子を 
変更する」卜 P .56) を参照してください。 

針び巧端か5少し外に落ちるようにめい 
まず。 




いろいろなめい方 飾りめいをする 
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いろいろなめい方 


©布地を 開き、がり山を片側に倒してアイ 
□ンをかけます。 



つを合わせ 



つき合わせためいしろ部分の上から飾り模様をめい 
ます。クレイジーキルトなどに用います。 


0 ジグザグ押えく J > を取り付けます。 


施 




•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 


Q 巧地を中表にしてめい合わせ、めいしろ 
^ を開きまず。 



© 


模様 22 > または 23 
す。 


24 選択しま 


•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 


0 布地を表に返し、押えの中/こ\と巧と巧の 
か L 、 を含むせてめいまず。 
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Q ミシンをスタ-卜させます。 


ペアルーム 

別売のウイングニードルを使用し、針穴を大さくあ 
けてレース風の飾り模様をめいます。すその飾りや 
テーブルク□スなどに用います。薄地または普通地 
で、張りのある平織りの布地を用意します。 


〇 


ウイングニードルを取り付けます。 



•ウイングニードルは、130/7日日 H 100/ 
] 6を使用してください。 

•針の取り付けちは、「針を交換する」 
P .38) を参照してください。 

•ウイングニードルを取り付けたとさは、 
糸通し装置は使用でさません。糸通し装 
置を使用すると、故障の原因となります。 
針穴の手前から向こう側に、手で糸を通 
して < ださい。 

Q 模様めい押えく N > を取り付けます。 



e 


•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 

模様を選択します。 

模様は33^ .34 筆 .35 議 .36 固 .37! 

. 38 丰. 3 9曰 . 4 。 J .41 ^び適してい 
ます 0 


•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 

• ジグヴグの振り幅は、 e . Ommii (下に設定 
して < ださい。 


〇 

A 


ジグザグの振り欄ホ、 6.0 mm 
下に設定してください。針 
ががれたり、曲がったりずる 
おそれがあります。 
ジグザグの振り幅を調節した 
とさは、プーリーをゆっ< り 
と手前に回し、針が押えに当 
た5ないことを5崔認して < だ 
さい。針ががれたり、曲がっ 
たりするおそれがあります。 


いろいろなめい方 飾りめいをする 


乂でででででででで 

を爱を某ホ 
资某まを军 
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いろいろなめい方 


ヘアルームの一種で、部分的に糸を抜き取ってかび 
るめい方を「ド□ンワーク」といいます。織りびゆ 
るい布を使うと、きれいに仕上びります。 

ここではド□ンワークのめい方の例を2つ紹介しま 
す。 

■ ド□ンワーク（例 1) 

模様を左ち反転させて、2回めいます。 


(4) 巧地の表か5織り糸を抜いたち端をめい 
、ノ ます。 



(百） 表示パネルの 


(設定キー）を押しま 



>設定画面び表示されます。 


た1 ▲▼ィ ► (矢 E ロキ ー） を押して、 
^ を反輯表示させます。 



田 n K 

是備皿 


【2) 模様めい押えく N > を取り付けます。 






心 





「押えを交換する」(- P .39) を参照し 
て < ださい。 


【3) 模様 33 [ を選択します。 


【7)® (0 K キー）を押します。 

>模様の反転を設定する画面び表示されます。 


5邮日 nHJJ 


【8) ◄を押して日 N を反輯表示させます。 

►を押すと、 OFF にちどります。 


1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 


N(J"i 1111111111111111111 

0 の]^西!函 


5 Ah BD 日 FF 


•「模様を選ぶ」(- P .69) を参照してく 
ださい。 


>模様び反転します。 

【9 )W ( OK キ ー） を押します。 

>最初の画面にもどります。 


N だ^^^ 


<の章函!函 
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ffB) 模様が巧象になるように、反対側をめい 
、ノ ます。 


ド□ンワーク（例 2) 


岡 


@ 模様の反輯を OFF にもどしまず。 


3 « 

心、长 

y 、 长 
づ1^ 
H 杉 


(J) 布地の織り糸を数本抜き取り、約 4mm 
の間隔をあけて、同様に抜き取りまず。 



(2) 模様めい押えく N> を取り付けます。 



•「押えを交換する」(- P .39) を参照し 
て < ださい。 

(3) 模様 3 S 圖選択します。 

•「模様を選ぶ」(- P .69) を参照してく 
ださい。 

【4) 巧き取った間の布地の中/こ、をめいまず。 



いろいろなめい方 飾りめいをする 
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いろいろなめい方 


いろいろな模様をめう 


五 


サテンステッチ、ク□スステッチ、飾りサテンびめえます。すべて、模様めい押えく N > を取り付けて 
めいます。 


模様をまれいにめうには 



されいに模様を仕上げるために、 Li (下の点にを意し 
て < ださい。 

■ 巧地 

伸びる布地や薄地、織りびあらい布地は、裏に別 
売の接着芯を貼るか、またはトレーシングペー 
ノて一などの薄い紙を布地の下に敷いてめいます。 
サテンステッチをめうとさは、めい縮みやめい 
詰まりび起きることびあるので、必ず接着芯を 
貼ってください。 

■針•糸 

針は、薄地-普通地-伸びる布地のときは、ブラ 
ヴー専用ゴールデン針、厚地のとさは家庭用 S 
シン針 （ HAX ]) ] 4番を使用します。糸は日日 
〜6日番を使用します。 

■ 試しめい 

布地の種類や厚さ、接着おなどによって模様び 
くずれることびあります。必ず試しめいをして 
ください。また、めうときには布地びずれないよ 
うに、手を添えてめってください。 


模様のめい方 



〇 模様めい押えく N > を取り付けまず。 

明口 

载 

•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 

@ 模様を選択します。 

• 「模様を選ぶ」 の©〜© (一 P .69) 
を参照してください。 

Q 2シンをスタートさせます。 




Q 止めめいをします。 

アルファベット’ひらびな • カタカナ•漢 
字の場合は、]文字ずつ自動的に止めめ 
いび行われます。 















© 


•文字!;^外の模様をめうとさは、あらかじ 
め自動止めめいを設定しておくと便利で 
す。「自動で止めめいをする」卜 P . 己 8) を 
参照してください。 

めい終わった5、めい始めの糸や模様の 
間の渡り糸をはさみで切りまず。 




模様を組み合わせる 

複数の模様を組み合わせてめうことびでさます。 

A 1つめの模様を選択し、@ (0 K キー） 
、六 を押します。 


>1つめの模様び選択され、液晶画面に表示さ 
れます。 


極 もも义當も I 

困章田 I j 函 


〇 


• この時点でめうと、ミシンを止めるまで] 
つの模様び< り返しめわれます。 

表示パネルの© (組み含わせキー）を 
押します。 

>模様を選ぶ画面にちどります。 


©次の 模様を選択し、© (0 K キ ー） を 
押しまず。 

グループを変更するとさは、® (模様選 
択キー）を押します。 ^ 

選んだ模様を取り消すとさは、表示パネ 
ルの©销 U 除キー）を押します。最後 
に選んだ模様び取り消されます。 

>組み合わせた模様び液晶画面に表示されま 
す。 


0 困^田!!函 


0© 〜 ©をく り返します。 


gLEAF 鸟 

困章田!!困 


いろいろなめい方 いろいろな模様をめラ 
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© 


模様が選択でさた5、ミシンをスタート 
させます。 


めラ方向 


gLEAFH 

征章田 I j 困 


>液晶画面に表示された順番に、模様びめわれ 
ます。 


模様をくり返しめう 

模様をくり返してめうときは、 Li (下の操作を行いま 
す。 

〇 模様のパターンを指定しまず。 

• 「模様を組み合わせる」（^前ぺージ）を参 
照してください。 

@ 表示パネルの® (設定キー）を押します。 

>設定画面び表示されます。 


® ► 肤 E ロキ ー) を押して、 

^ を反 I 歲ホさせます。 


。巧了. 


^-ぉ知5せ） - 

参模様は7日個まで組み合わせることびでさます。 

♦ 実用模様のグループの一部は組み合わせられませ 

♦ 複数の模様を組み合わせたとさは、液晶画面に表 
示されたパターンびめい終わると、ミシンは止ま 
ります。組み合わせたパターンをくり返してめう 
ときは、「模様をくり返しめう」を参照してくだ 
さい。 

♦ 組み合わせた模様を登録しておくことびでさま 
す。「模様を登録する」（一 P . 12日）を参照して 
<ださい。 


vm ぶ 

ha 

^ A 回な 

因 V# 


Q © (0 K キ -) を押します。 

>パターンのくり返しを設定する画面び表示さ 
れます。 

亟ち LEAq 

S B 柳 


►を押すと、口 （単独）にもどります。 


亟每 LEA 圆 

_日_ _口团 

>指定したパターンびくり返してめえるように 
なります。 

Q 0 (0 K キ -) を押します。 


©◄を 押して 
一まず。 


(連続）を反転表示させ 




>最初の画面にもどります。 


























指定した模様を確認ずる 

模様は7日個まで組み合わせることびでさます。指 
定した模様び液晶画面に表示しきれないとさは 、 iU 
下の手順で模様を確認します。 

A 表示パネルの @ ( 設定キ _) を押します。 

>設定画面び表示されます。 

佚 E ロキ ー ) を押して 、 /ABC 
^ を反輯表おさせまず。 


西 n X 

苗圃邮 


© 0 (OK キー）を押しまず。 

>模様を確認する画面び表示されます。 

または ► を押して表示を切り替え、模 
様を 51 認しまず。 


極等 LEAF 

4 /ABC イ ► 


gLEAF 勺 

4 /ABC イ 


© ® (OK キー）を押します。 

>最初の画面にもどります。 



参連続に設定した場合、ミシンを止めるまでくり返 
しめわれます。 

参電源を切ると、もとの設定にもどります。 


いろいろなめい方 いろいろな模様をめラ 


i 水厂の厂の>「来 

i み LE> 「み 
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いろいろなめい方 


模様の大まさを変える 



アルファベット（ゴシック体•アウトライン） • ひら 
びな-カタカナ-漢字は、模様の大きさを大/ルに 
切り替えることびできます。 

その他の模様は、大ささび変更でさません。 


〇 模様を選択します。 

アルファベット（ゴシック体.アウトラ 
イン） • ひらびな-カタカナ-漢字のいず 
れかのグループの模様を選択します。 


Q 表示パネルの@ (設定キー）を押しまず。 

>設定画面び表示されます。 


e 


▲ ▼イ ► 佚巧キ ー) を押して、回回 
を反輯表示させます。 


ni 

画 口 V # 

T7 巧 

谭 別 、m 


Q © (0 K キ -) を押しまず。 


>サイズを指定する画面び表示されます。 


亟每 LEAg 

7 國回] 


© 


< または ► を押してサイズを切り替え 
まず。 


回はルさく、は大きくなります。 


亟も LEA 百 ] 

7 _回 回 


Q 文字を選択します。 

>ルの模様び選択されます。 

転 LEAT 1 

。西 旨町!な 



m 


> 




> 


^ お知らせ \ 

参通常の大ささは大です。ルに切り替えると、ルの 
模様び連続して組み合わせられます。 

♦ 複数の模様を組み合わせるとさは、選択した模様 
ごとに大きさを指定します。 


>大ささび変更されます。 


© ® ( OK キー）を押しまず。 


>最初の画面にもどります。 
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配 


模様の密度を変える 

飾りサテンを選んだ場合は、模様の密度を変えるこ 
とびでさます。 

A 飾りサテングループ ホ の中か5模様を 
、六 選択しまず。 


mm 


^困? ■ !田 


@ 表示パネルの® (設定キ ー) を押します。 

>設定画面び表示されます。 

(矢 E ロキー）を押して、 VW ) 
W を反 I 歲ホさせます。 


vm 廉 


ち回回口押?^ 

m 


Q © (0 K キ -) を押します。 

>密度を変更する画面び表示されます。 


皿孤 


@ ◄ または ► を押して密度を切り替えま 
W す。 

\/化はあらく、 H は細かくなります。 


雨 


wB 


Q © (OK キ -) を押します。 


>最初の画面にもどり、飾りサテンの密度び変 
要されます。 


A : 

• 密度を細かく設定ずると、糸 

ZlA . 

によってはめいづまりが起こ 

* 

• 

り、針ががれることがありま 

• 

♦ 

す。 


いろいろなめい方 いろいろな模様をめラ 
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いろいろなめい方 


模様の長さを変える 

サテンステッチ]つ分の模様の長さを、己段階で変 
えることびでさます。 


〇 


サテンステッチグループ#の中か5模 
様を選択します。 


享 


t 




A 表示パネルの@ (設定キー）を押します。 

>設定画面び表示されます。 

(矢 E ロキ ー） を押して、曲!曲 
^ を反 I 歲ホさせまず。 


立 WiBC 41 


B | 


〇 © ( OK キ -) を押しまず。 


>サテンステッチの長さを変更する画面び表示 
されます。 


I ^ B 


0 ◄ または ► を押して長さを切り替えま 
W す。 

XI 〜 X 日の範囲で指定でさます。 


I 巡 hj 


>サテンステッチの長さび変更されます。 

© @ (0 K キ -) を押しまず。 


>最初の画面にもどります。 



XI x 2 x 3 x 4 X 已 
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模様を反面する 

模様の左ちを反転させることびでさます。 

9 模様を選択しまず。 

•「模様を選ぶ」卜 P .69) を参照してくだ 
さい。 

@ 表示パネルの® (設定キ _) を押しまず。 

>設定画面び表示されます。 

(矢 E ロキ ー） を押して、/ I 也 
W を反 I 歲ホさせます。 


y イ ABC 


へ 、口 

I + え 


Q © ( OK キ -) を押します。 

>模様の反転を設定する画面び表示されます。 



© ◄ を押して日 N を反輯表示させます。 

►を押すと、 OFF にちどります。 


>模様び反転します。 


巳屢 


OFF 


Q 0 ( OK キ -) を押します。 

>最初の画面にもどります。 

通常 反転 


艦船 か 


実用模様の中の一部の模様ち反転することびでさ 
ます。「ド□ンワーク」 (- P .110) を参照して 
<ださい。 

反転させた模様を組み合わせることちでさます。 


いろいろなめい方 いろいろな模様をめラ 
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いろいろなめい方 


模様を登録する 


>選択したポケットに記憶されている内容び下 
段に表示されます。 


組み合わせた模様を登録しておくことびできます。 
登録した模様は電源を切ってち消えないので、いつ 
でも呼び出してめうことびできます。名前などを登 
録すると便利です。己つまで登録できます。 


■ 模様の登録 


國 LEAF 因 


ご孤ぎ诚沉 


(?) 内容を確認し、$り （0 K キー）を押し 
Sv 9 〇 


( l ) 登録する模様を組み合わせます。 


IP のポケットに記憶されていた内容は 
上書さされます。 


•「模様を組み合わせる」 （^ P . l ]3) を 
参照してください。 

亟 LEAFH 

0 困^田!!困 

@ 表示パネルの g (模様選択キー）を押し 
ます。 


>「記憶中」と表示され、模様びポケットに登 
録されます。 

•記憶中は、電源を切らないでください。 
途中で電源を切ると、模様データび消え 
ることびあります。 

>登録び終わると、最初の画面にもどります。 


■ 模様の呼び出し 


>模様のグループを選ぶ画面び表示されます。 


f 3 ) ▲▼ィ ► (矢 E ロキ ー） を押して、® 
一 を反輯表示させます。 


i 车 D を*;^ホ 
liA ぶ强芭防 


( Ti 表示パネルの胃（模様選択キー）を押し 
ます。 


>模様のグループを選ぶ画面び表示されます。 


(矢印キ ー) 

^ を反輯表示させます。 


を押して、¢1 


@ 0 (0 K キー）を押します。 

>記憶する場所（ポケット）を選択する画面 
び表示されます。 


f 已 J ◄または ► を押し、1〜曰のポケット 
^ の中か5登録するポケットを反輯表示さ 
せまず。 


巧のポヶットは模様び登録されていま 
せん。のポケットは、すでに模様び 
登録されています。 


PLEAFB 

rri|r2."!r3..imr 日 ..1 


(6)0 (0 K キー）を押しまず。 


i 车 D を*;^ホ 
T. A ぶ强巧曲 

(3)© (0 K キー）を押します。 

>ポケットを選択する画面び表示されます。 

f 4) ◄または ► を押し、1〜曰のポケット 
^ の中か5呼び出ず模様が登録されている 
ポケットを反輯表示させます。 

IS のポケットに模様び登録されていま 
す。 


坚1 

『pr2"! り"川"! r 日"1 
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d )© ( OK キ ー） を押します。 

>選^^したポケットに記憶されている内容び 
表术されます。 

@ 内容を確認し 、 W (0 K キー）を押し 


I]EgHaB3M 


別のポケットを選択する場合は （§) (わ 
どるキー）を押します。 

〇最初の画面にもどり、ポケットに登録され 
ていた模様び呼び出されます。 


模様を調整する 

布地の種類やめう速度などによって、模様び正しく 
めえないことびあります。その場合は、実際にめう 
布地のはざれを用意し、試しめいをして模様を調整 
します。 


〇 


模様めい押えく N > を取り付けまず。 



•「押えを交換する」卜 P .39) を参照して 
<ださい。 

@ 表示パネルの g (模様選択キ ー） を押し 
ふ9 〇 


>模様のグループを選ぶ画面び表示されます。 

(矢 E ロキ ー） を押して、を 
を反輯表示させ、當を選択します。 


證 


>調整用模様び選択されます。 

〇 ミシンをスタ-卜させます。 


7.0H3.0 


>調整用模様びめわれます。 

>模様び最後までめわれると、ミシンび止まり 
ます。 


〇 


めわれた模様を確認します。 

正しい状態のとさは、模様の図の部分び 
均等になっています。 



いろいろなめい方 いろいろな模様をめラ 
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いろいろなめい方 


正しくめえなかったとさは、(下の手順 
に従って模様を調整します。 


0 表示パネルの® (設定キー）を押します。 

>設定画面び表示されます。 


¢11 正しくめえるようになった5、 （0 K ) (0 K 
キー）を押します。 

>最初の画面にもどります。 


〇 


(矢印キー）を押して、 
反輯表示させます。 


:間を 



@0 (0 K キ -) を押します。 

>模様の調整をする画面び表示されます。 

[nibses 

17 : n EE 


©ィ (-) または ► (+) を押します。 

めわれた模様の状態によって調整します。 



一►を押し、値を増やします。 



-イを押し、値を減らします。 

I 
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もう一度ミシンをスタートさせ、模様を 
確認します。 

正しくめえるようになるまで調整します。 
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4 付録 

ここでは、ミシンのお手入れと困ったときの対処方法などを紹介しまず。 

模様設定一覧 . 124 

お手入れ . 131 

困ったとさ . 133 

仕様 . 140 

索引 . 141 

別売オプション . 表紙 F 








付録- 

模様設定一覧 


模様の用途や振り幅-めい目の長さ、2本針び使用でさるかなどを一覧にしています。 


実用模様 


ち妳 

模様 

押え 

用透 

自動 

お 0 幅 

手動 

めい目の長さ 

自動 手動 

2 本針 

返しめい 
スイッチ 

プ□グラム 
糸切り 

ウォーキン 
グフット 

直線 

左 

1 II 

I 

I 

I 

1 

J 

地めい、ギヤヴー、ピン 
タックなど 

0.0 

0.0〜7.0 

2.5 

0.2〜已 .0 

〇 

返しめい 

返しめい 
+糸切0 

X 

2 ■ 

1 

1 

1 

1 

J 

地めい、ギヤヴー、ピン 
タックなど 

0.0 

0.0〜7.0 

2.5 

0.2〜已 .0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切0 

〇 

中 

3 II 

1 

1 

1 

1 

J/I 

ファスナー付け、地め 
し、ギヤヴー、ピンタッ 
クなど 

- 

- 

2.5 

0.2〜已 .0 

〇 

返しめい 

返しめい 
+糸切0 

〇 

/返し惦いはしな、 
、いで<ださい。 J 

=重めい 

4 II 
II 
II 

1 

1 

J 

袖つけ、股下めい、伸び 
る布地、飾りめい 

0.0 

0.0〜7。 

2.5 

1万〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切0 

X 

伸縮めい 

5 

r 

J 

伸びる布地、飾りめい 

1.0 

1 .0-3.0 

2.5 

1 .0-4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切0 

X 

しつけめい 

e 1 

1 

J 

仮止め 

0.0 

0.0〜7。 

- 

- 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切0 

X 

ジバザバ 

中 

7! 

J 

たち目かび0、アップ U 
ヶ 

3.5 

0.0〜7。 

1.4 

〇〜4.0 

〇 

返しめい 

返しめい 
+糸切0 

X 

ち 

8 . 

J 

針位置ちからめい始め 

3.5 

2.己〜己.0 

1.4 

0.3〜 4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

〇 

2 点ジグザグ 

9! 

J 

普通地-伸びる布地のた 
ち目かびり、ゴムひち付 
け、つ < ろいめいなど 

己.0 

1.己〜7.0 

1.0 

0.2〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+ 糸切0 

〇 

3 点ジグザグ 

10 

-： 

4 

二> 

I > 

J 

普通地-伸びる布地のた 
ち目かびり、ゴムひち付 
け、つ < ろいめいなど 

己.0 

1.己〜7.0 

1.0 

0.2〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+ 糸切0 

X 

たち目かびり 


G 

薄地-普通地のたち目か 
びり 

3.5 

2.己〜瓦0 

2.0 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切0 

X 

12 广 
卜 

卜 

し 

> 

> 

> 

G 

厚地のたち目かびり 

己.0 

2.己〜瓦0 

2.5 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切0 

X 

13 

, — 

,— 


G 

厚地のたち目かびり、飾 
りめい 

己.0 

3.己〜瓦0 

2.5 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

14 

卜 

J 

伸びる布地のたち目かび 
D 

己.0 

0.0〜7。 

2.5 

0万〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

15 


J 

厚地-伸びる布地のたち 
目かびり 

己.0 

0.0〜7.0 

2.5 

0.己〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切0 

X 

1 

J 

伸びる布地のたち目かび 
り、飾りめい 

4.0 

0.0〜7.0 

4.0 

1 .0-4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 
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名称 

模様 

巧え 

用途 

自動 

お0幅 

手動 

めい目の長さ 

自動 手動 

2本針 

返しめい 
スイッチ 

プ□グラム 
糸切 D 

ウォーキン 
グフット 

まつりめい 

17 

< 

R 

普通地のまつりめい 

0 

3 户〜 3 一 

2.0 

1.0〜3.已 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 


R 

伸びる布地のまつりめい 

0 

3 卜〜 3 一 

2.0 

1.0〜3.已 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

アップリケ 

19 

- 

J 

アップリケ 

3.5 

2.己〜己.0 

2.5 

1.巨〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

シェルタック 

20 卜 

[■ 

- 

J 

シェルタック 

4.0 

0.0〜7.0 

2.5 

0.2〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

サテンスカラップ 

21 - 

-： 

-： 

5 

N 

スカラップ 

已 .0 

2.己〜7.0 

0.5 

0.1~1.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

つさちわせ 

22 ^ 

J 

パッチワークや飾りめい 

4.0 

0.0〜7。 

1.2 

0.2 〜 4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

23 一 

C 

C 

古 

> 

> 

J 

パッチワークや飾りめ 
し、卜 U コット地などの 
たち目かびり兼用地めい 

已 .0 

2.己〜7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

24 C 
ii - 
よ 

J 

パッチワークや飾りめい 

已 .0 

0.0〜7。 

1.2 

0.2 〜 4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

スモッキング 

1 

1 

J 

スモッキング、飾りめい 

己.0 

0.0〜7.0 

1.6 

1 .0-4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

フアゴテイング 

パ 

r 

J 

フアゴティング、飾りめ 
い 

己.0 

0.0〜7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 


J 

フアゴティング、飾りめ 
い 

己.0 

2.己〜7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

ゴムひちつけ 

28! 

J 

伸びる布地のゴムひち付 
け 

4.0 

0.0〜7.0 

1.0 

0.2〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

飾りめい 

2 。 目 

J 

飾りめい 

4.0 

0.0〜7。 

3.0 

2.0〜 4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

30 3 

1 

J 

飾りめい 

4.0 

0.0〜7.0 

2.5 

1 .0-4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

1 

g 

g 

J 

飾りめい 

己.已 

0.0〜7。 

1.6 

1 .0-4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

32 苗 

N 

飾りめい、ゴムひち付け 

已 .0 

1.5-7.0 

1.0 

0.2 〜 4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

33 

j 

N 

レース付け、ふち飾り、 
ヘアルームなど 

3.5 

1.己〜7.0 

2.5 

1.巨〜4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 


12 己 








































名妳模様巧え用透自動振り!動自 r 目の手長動さな針曼雜プ諭ムウが トン 


飾りめい 


み 


田^^^^^ 


35 ^ 


N 

薄地-普通地平織り巧の 
ふち飾り、ヘアルームな 
ど 

己. 0 

1.己〜7.0 

3.5 

1.己〜4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

36 

• 

< 

卜 

H 

> 

> 

u 

N 

薄地-普通地平織り巧の 
ふち飾り、ヘアルームな 
ど 

己. 0 

1.己〜7.0 

4.0 

1.己〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

1 


N 

薄地-普通地平織り巧の 
ふち飾り、ヘアルームな 
ど 

己. 0 

1.己〜7.0 

2.5 

1.己〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

38 つ 

= 

N 

薄地-普通地平織り布の 
ふち飾り、ヘアルームな 
ど 

已 .0 

1 .5-7.0 

2.0 

1万〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

39 _ 

r 

N 

ふち飾り、1」ボン通し、 
ヘアルームなど 

已 .0 

1 .5-7.0 

3.0 

1万〜4.0 

〇 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

4。？ 

N 

飾りめい、スモッキン 
グ、ヘアルームなど 

日. 0 

1 .5-7.0 

1.6 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

"ミ 

N 

飾りめい、スモッキン 
グ、ヘアルームなど 

已 .0 

1 .5-7.0 

1.6 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

1 

1 

A 

薄地-普通地のねむり 
巧、横穴 

己. 0 

3.0〜已 .0 

0.4 

0.2 〜 1.0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

{ 

r 

A 

力びかかるところの横穴 

已 .0 

3.0〜已 .0 

0.4 

0.2 〜 1.0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

44 曲 

r 

A 

厚地の横穴 

已 .0 

3.0〜已 .0 

0.4 

0.2 〜 1.0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

45 


A 

張りのある素材の両止め 
用 

已 .0 

3.0〜瓦〇 

0.4 

0.2 〜 1 。 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

"1： 

] 

A 

伸びる布地-編み地用 

6.0 

3.0〜反〇 

1.0 

0 万〜 2.0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

"[ 

r 

A 

伸びる布地用 

6.0 

3.0〜日。 

1.5 

1 .0-3.0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

48 「 


A 

玉ぶち巧かびり（バウン 
ドボタンホール）用 

已 .0 

0.0〜日 .0 

2.0 

0.2 〜4.0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

I 

1 

A 

厚地-毛足の長い布地の 
はとめ穴 

7.0 

3.0〜 7.0 

0.5 

0.3〜1.0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

50 f 

r 

A 

普通地-厚地のはとめ穴 

7.0 

3.0〜 7.0 

0.5 

0.3〜1.0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

[ 

r 

A 

厚地-毛足の長い布地の 
横穴 

7.0 

3.0〜 7.0 

0.5 

0.3〜1.0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 


ボタン巧かびり 
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名称 

模様 

巧え 

用 透 

自動 

お0幅 

手動 

めい目の長さ 

自動 手動 

2 本 針 

返しめい 
スイッチ 

プ□グラム 
糸切り 

グフット 

ダーニング 

52 innn 

1111111 

1111111 

1111111 

UUUI 

A 

普通地のつくろいめい 

7.0 

2.己〜7.0 

2.0 

0.4〜2.已 

X 

自動止めめい 

糸切0 

X 

。圍 

A 

厚地のつくろいめい 

7.0 

2.己〜7.0 

2.0 

0.4〜2.已 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

かんどめ 

54 ] 

1 

A 

めい目びほどけやすい箇 
所、あさ止まり部分の補 
強用 

2.0 

1 .0-3.0 

0.4 

0.3〜1。 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

ボタン付け 

55 

© 

M 

ボタン付け 

3.5 

2.日〜4.己 

- 

- 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

アイレット 

56 

〇 

N 

ベルトの巧かびりなど 

7.0 

7.0/6.0 
/瓦0 

7.0 

7.0/日.0 
/瓦0 

X 

自動止めめい 

糸切り 

X 

ピーシング直線 

57 ■ 

!p 

J 

ピーシング用直線（巧え 
ち端から 7 mm のめいし 
ろ） 

己.0 

0.0〜7。 

1.6 

0.2〜已 .0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

〇 

58 

1 

!p 

J 

ピーシング用直線（押え 
左端から 7 mm のめいし 
ろ） 

2.0 

0.0〜7。 

1.6 

0.2 〜已 .0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

〇 

手めい風直線 
(キルト用） 

59 1 

III 

III 

1 

J 

手めい風キルト直線 

0.0 

0.0〜7。 

2.5 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

ジグザグ 
(キルト用） 

60 ■ 
s 

J 

アップ U ケキルト、フ 
U —モーションキルト、 
サテンめい 

3.5 

0.0〜7。 

1.4 

0.0〜4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

〇 

アップリケ 
(キルト用） 

61 

L 

J 

アップリケ、パインディ 
ング 

1.5 

0.己〜己.0 

1.2 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

キルティング模様 
(キルト用） 

62 鬻 
轟 

J 

キルトの背景めい 

7.0 

1 .0-7.0 

1.6 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

サイドカッター 

63 1 

1 

is 

S 

布地を切りなびら直線め 
い 

0.0 

0.0〜2.已 

2.5 

0.2〜已 .0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

64 

S 

布地を切りなびらジグヴ 
グ 

3.5 

3.己〜已 .0 

1.4 

0.0〜4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

65 . 

ろ 

S 

布地を切りなびら薄地- 
普通地のたち目かびり 

3.5 

3.己〜瓦0 

2.0 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

66 r' 

卜 

卜 

レ 

> 

> 

: S 

S 

布地を切りなびら厚地の 
たち目かび0 

瓦0 

3.己〜己.0 

2.5 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 

67 E 

了 

了 

7 

7 

r 

-S 

S 

布地を切りなびら普通 
地-厚地のたち目かびり 

已 .0 

3.己〜瓦0 

2.5 

1 .0-4.0 

X 

止めめい 

止めめい 
+糸切り 

X 
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その他の模様 


グループ 

模様 

巧え 

2 本針 

大まさ 

密度 

長さ.幅を更 

ちも反転 

飾り 

1 

1 

2 

/ 

/ 

/ 

/ 

\ 

\ 

\ 

\ 

3 置 

4 

> 

> 

> 

X 

X 

X 

5 ミ 



1 

1 

§ 

m 

N 

X 

大 

X 

〇 

〇 

11 

12 

囊 

13 

固 

面 

14 

卜 

麥 

奏 


18 

19 

) 

20 

1 

21 

§ 

22 

り 

に 


23 

24 

く 

く 

3 

3 

25 

$ 

广み\ 

26 

ミ成、 

1 

28 

1 

29 

30 

31 * 

驾 










サテンステッチ 

1 

) 

2 

) 

3 

4 

I 

r 

5 

h 

6 

7 

8 

9 

10 

N 

〇 

大 

X 

〇 

〇 

11 

12 

ミ 

1 

► 

13 

14 

> 

15 

1 

16 





ク□スステッチ 

1 

% 

ち 

i. 


V ： 

4 

与 


1 






N 

X 

大 

X 

〇 

〇 

飾りサテン 

1 

妻 

2 

3 

4 

) 

\ 

6。 

? 

8 

み 

'、 

A 

9 

10 

1 

N 

X 

大 

〇 

〇 

(長さのみ） 

〇 

アルファベット 
(ゴシック体） 

1 

A 

2 

巨 

3 

C 

4 

D 

5 

E 

6 

G 

8リ 

9 

I 

10 

J 

N 

X 

大•ル 

X 

X 

〇 

Ti 

K 

12 

L 

13 

M 

14 

N 

*15 ~ 

0 

16 

P 

Ti 

18 

R 

19 

S 

20 

U 

22 

V 

23 

W 

24 

X 

25 ~ 

Y 

26 

Z 

可 

28 

29 

+ 

30 

つ ••み' 

T ^ 

0 

32 

1 

33 

2 

34 

3 

Is ~ 

4 

36 

5 

6 

38 

7 

39 

8 

40 

9 

T^ 

, 

42 

? 

43 

44 

C 

45~ 

) 

46 

47 

48 

49 

50 

巧 

51 

〇 

52 

0 

53 

Q 

54 

U 

IE ~ 

B 







* 調整用模様 
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グループ 




模様 





巧え 

2 本針 

大まさ密度 

長さ-幅を更 

ちも反拓 


1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 








绽 

潑 

賢 

舒 

舊 

穿 

泻 


ぶ 

其 








11 

咒 

12 

を 

13 

M 

14 

I 

15 

霞 

*16 ~ 

皆 

"17 

質 

*18 ~ 

沉 

*19 ~ 

送 

20 

CJ 








21 

22 

23 

24 

25 


百 


29 ~ 








アルファベット 



W 

黨 

賀 

寬 

So 

夸 

/ 

つ 今 

1\1 

V 


V 

V 

〇 

僅記体） 

31 

32 

33 

34 

35 

36 ~ 



39 ~ 

40 

|\| 

A 

入 

A 

A 


巧 

■/ 

を 

3 

ぶ 

5 

沒 

7 

苗 

留 








41 

42 

43 

44 

广 

45 

) 

46 ~ 

47 

蟲 

48~ 

d 

49~ 

無 









51 

蔚 

52 

透 

53 

賢 

54 

が 

55 

ぶ 













1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

"10 








盐 

區 

C 

画 

圍 

IF 

爲 

間 

己 









11 

12 

IL 

13 

刷 

14 

m 

15 

© 

"16 ~ 

IF 

17 

Q 

*18 ~ 

臨 

*19 ~ 

霞 

16 

T 








21 



24 ~ 

25 ~ 

26 ~ 

27 ~ 

28 ~ 









アルファベット 

凹 

¥ 

H 

X 

¥ 

覆 

髓 

谭 

0 

つ 今 

M 


大•ル 



〇 

(アウトライン） 

31 


33 ~ 

34 ~ 

35 ~ 



38 ~ 

39 ~ 

40~ 

1\1 

A 

A 

A 


◎ 

己 

運 

S 

驾 

島 

& 

7 

霞 

i ) 








41 


43~ 

14 ~ 

45~ 

1 գ ~ 
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昭 r- 


お手入れ 


簡単な S シンのお手入れち法を説明します。 

本化表面の掃除 > 

本体表面の巧れを取るとさは、中性洗剤を薄めて布 
に浸して固くしぼり、ふさ取ります。洗剤でふいた 
あとは、乾いた布でふき取ります。 




• 必ず電源プラグをコンセント 
か!5抜いてください。ケガ • 
感電の原因となります。 



蓋の掃除 

針板の下にある蓋を掃除します。 

蓋には糸くずやほこりびたまりやすく、縫製不良に 
なる場合びあります。定期的に掃除してください。 


〇 電源を切ります。 



處 


• 必ず電源プラグをコンセント 
か!5巧いてください。ケガ • 
感電の原因となります。 


〇 


針板ふたの向こう側に指を引っかけ、手 
前にスライドさせます。 



► 針板ふたび外れます。 


付録 お手入れ 
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Q プーリーを手前に回し、外蓋の切欠部と 
内蓋ツノ部を台わせまず。 


外蓋切欠部 

内蓋ツノ部 



内蓋巧え 


• プー U —は必ず手前に回してください。 
逆方向に回すと、故障の原因となります。 

• 内蓋押えは絶対に取り外さないでくださ 
し、取り外すと、故障の原因になります。 

Q 内 n を取り出します。 

内蓋を奥側に押しなびら上に持ち上げま 
す。 



© 


付属のミシンブラシや掃除機で、外蓋周 
辺の糸くずやほこりを取り除きます。 



© 外蓋切欠 部が© と同じ位置にあること 
^ を確認し、内蓋の凸部とパネが台うよう 
に内蓋を取り付けまず。 




バネ 


〇 


針ホ反ふたのツメの部分を針板に差し込ん 
でか5、奥側にスライドさせまず。 



0 

〇 


• キズが付いた内蓋は使用しな 
いで <ださい。万一、使用する 
と上糸がか!5み、金が斤れや縫製 
不良の原因となりまず。内蓋 
倒捕コード: XC31 曰 3-051) 
は最寄りの販売店でお買い求 
め < ださい。 

• 内蓋は正しし、位置に取り付け 
てください。針がれの原因と 
なりまず。 
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i 


困ったとを 


五 


ミシンび思いどおりに動かないとさは、修理を依頼する前に下の項目を確認してください。 

それでも改善されない場合は、お買い上げの販売店、または「ミシン]19き」（フ U —ダイヤル 0120- 
340-233) にご相談ください。 


こんなとを 

原因 

巧処の仕方 

参照 ページ 


電源び入っていない。 

電源を入れます。 

P .1 己 


スタート/ストップスイッチを巧してい 
ない。 

スタート/ストップスイッチを押しま 
す。 

P . 己] 

ミシンび動かない 

押えレバーび上びっている。 

巧えレバーを下げます。 

- 

フットコント□ーラーを接続した状態 
で、スタート/ストップスイッチを押し 
ている。 

フットコント□ーラーを接続していると 
さは、スタート/ストップスイッチは使 
用でさません。スタート/ストップス 
イッチを使用する場合は、フットコント 
□ーラーを取り外します。 

P . 已] 


針び正しく取り付けられていない。 

針を正しく取り付けます。 



針の止めネジびゆるんでいる。 

ドライバーを使って止めネジをしっかり 
しめます。 

P .37 


針び巧びっている。針先びつぶれてい 

新しい針に交換します。 



針び布地や糸に合っていない。 

布地に合った糸と針を使用します。 

P .36 


模様に合った押えを使用していない。 

模様に合った押えを取り付けます。 

P .124 


上糸調テび強すざる。 

上糸調テを弱くします。 

P . 己目 


布地を無理に引っ張っている。 

布地は軽く押さえます。 

- 


糸こまび正しく取り付けられていない。 

糸こまを正しく取り付けます。 

P .29 

針び巧れる 

針板の穴の周囲に傷びある。 

針板を交換します。 

お買い上げの販売店、または「ミシン 

1]9き」（フ U - ダイヤル日] 2日-34日- 
233) にご相談ください。 

- 


押えの穴の周辺に傷びある。 

押えを交換します。 

お買い上げの販売店、または「ミシン 

1]9き」（フ U - ダイヤル日] 2日-34日- 
233) にご相談ください。 

- 


内蓋に傷びある。 

内蓋を交換します。 

お買い上げの販売店、または「ミシン 

1]9き」（フ U - ダイヤル日] 2日-34日- 
233) にご相談ください。 

- 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .22 

上糸び切れる 

上糸の通し方びまちびっている。（糸こ 
まび正しくセットされていない、糸こま 
押えの大ささび合っていない、針棒糸か 
けから糸び外れているなど） 

上糸を正しく通します。 

P .28 


糸に結び目やこぶびある。 

その部分を取り除さます。 

- 
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こんなとを 

原因 

巧処の仕方 

参照 ページ 


針び糸に合っていない。 

糸に合った針を使用します。 

P .36 


上糸調テび強すざる。 

上糸調テを弱くします。 

P . 己目 


糸びからまって、蓋などに詰まってい 

からんだ糸を取り除さます。蓋に詰まっ 
ていた場合は、掃除します。 

P .131 


針び曲びっている。針先びつぶれてい 

新しい針に交換します。 

P .37 


針び正しく取り付けられていない。 

針を正しく取り付けます。 


上糸び切れる 

針板の穴の周囲に傷びある。 

針板を交換します。 

お買い上げの販売店、または「ミシン 

1]9番」（フ U - ダイヤル日に日-34日- 
233) にご相談ください。 

- 


押えの穴の周辺に傷びある。 

押えを交換します。 

お買い上げの販売店、または「ミシン 

1]9き」（フ IJ - ダイヤル日] 2日-34日- 
233) にご相談ください。 

- 


内蓋に傷びある。 

内蓋を交換します。 

お買い上げの販売店、または「ミシン 

1]9き」（フ IJ - ダイヤル日] 2日-34日- 
233) にご相談ください。 

- 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .22 


下糸のセツトの仕方びまちびっている。 

下糸を正しくセットします。 

P .26 

下糸びか5まる 
下糸び切れる 

ボビンに傷びあり、回転びなめらかでな 
い。 

ボビンを交換します。 

- 

糸びからまっている。 

からんだ糸を取り除さ、蓋を掃除しま 
す。 

P .131 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .22 


上糸の通しちびまちびっている。 

上糸を正しく通します。 

P .28 


下糸のセツトの仕方びまちびっている。 

下糸を正しくセットします。 

P .26 


布地に糸や針び合っていない。 

布地に合った糸と針を使用します。 

P .36 

糸調子び合わない 

押えホルダーび正しく取り付けられてい 
ない。 

押えホルダーを正しく取り付けます。 

P .41 


糸調テび合っていない。 

糸調テを調節します。 

P . 己6 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .22 


上糸の通しちまたは下糸のセツトの仕ち 
びまちびっている。 

上糸、下糸を正しくセットします。 

P .26, 28 


糸こまび正しく取り付けられていない。 

糸こまを正しく取り付けます。 

P .29 


布地に糸や針び合っていない。 

布地に合った糸と針を使用します。 

P .36 

布地にしねびよる 

針び曲びっている。針先びつぶれてい 

新しい針に交換します。 

P .37 


薄地の場合に、めい目びあらすざる。 

めい目を細かくします。または布地の下 
に八卜□ン紙などを敷いてめいます。 

P .66 


糸調テび合っていない。 

糸調テを調節します。 

P . 己6 
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こんなとを 

原因 

巧処の仕方 

参照ページ 


上糸の通しちびまちびっている。 

上糸を正しく通します。 

P .28 


布地に糸や針び合っていない。 

布地に合った糸と針を使用します。 

P .36 

めい目びとぶ 

針び曲びっている。針先びつぶれてい 

新しい針に交換します。 

P .37 


針の取り付けちびまちびっている。 

針を正しく取り付けます。 



針板の下や蓋にほこりなどびたまってい 

針板ふたを外して蓋を掃除します。 

P .131 


送り歯や蓋にほこりびたまっている。 

蓋を掃除します。 



上糸の通しちびまちびっている。 

上糸を正しく通します。 

P .28 

めつているとさの 
音び高い 

ガタガタと音びす 
る 

内蓋に傷びある。 

内蓋を交換します。 

お買い上げの販売店、または「ミシン 

1]9番」（フ U - ダイヤル日] 2日-34日- 
233) にご相談ください。 

- 


本機専用のボビンを使用していない。 

従来品では正しく動作しません。本機専 
用ボビンを使用してください。 

P .22 

自動糸通しがでを 

針び上に上びっていない。 

針上下スイッチを押します。 

- 

ない 

針の取り付けちびまちびっている。 

針を正しく取り付けます。 

P .37 


模様に合った押えを使用していない。 

模様に合った押えを取り付けます。 

P .124 

模様びされいにめ 
えない 

糸調テび合っていない。 

糸調テを調節します。 

P . 己6 

糸びからまって、蓋などに詰まってい 

からんだ糸を取り除さます。蓋に詰まっ 
ていた場合は、掃除します。 

P .129 


送り歯び下びっている。 

ドロップレノ く一を左に動かします。 

P .96 


めい目び細かすざる。 

めい目の長さを長くします。 

P . 已9 

巧地を送5ない 

模様に合った押えを使用していない。 

模様に合った押えを取り付けます。 

P .124 

押え圧び弱い。 

巧え圧ダイヤルをちに動かして、圧力を 
強くします。 

P .41 


糸びからまって、蓋などに詰まってい 

からんだ糸を取り除さます。蓋に詰まっ 
ていた場合は、掃除します。 

P .131 

手もとランプび点 
なしない 

ランプび故障した。 

お買い上げの販売店、または「ミシン 

1]9番」（フ U - ダイヤル日] 2日-34日- 
233) にご相談ください。 

- 

液晶画面に何ち表 
示されない 

液晶画面の明るさび明るすざる、または 
暗すざる。 

液晶画面の明るさを調節します。 

P .137 
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エラーメッセージ 


ミシンび正しく準備できていない状態で、スタート/ストップスイッチを押したときや、まちびった操作を 
したとさなどは、液晶画面にメッセージび表示されます。表示された内容に従ってください。 

メッセージは（〇〇 (0 K キー）または@ (もどるキー）を押すか、正しい操作をすると消えます。 


表示 

原因 

A 

糸びらみなどで、モーターび□ックしたとさ 

巧えレバーを下ばてく 
ださい 

押えび上びった状態で、スタート/ストップスイッチ-返しめいスイッチ • 

糸切りスイッチのいずれかを押したとさ 

下糸巻軸を左にしてく 
ださい 

下糸巻さ軸をちにした状態で、返しめいスイッチ-針上下スイッチ-糸切り 
スイッチのいずれかを巧したとさ 

コント□—ラーを外し 
て < ださい 

フットコント□ーラーび取り付けられた状態で、スタート/ストップスイッ 
チを押したとさ 

BH レバーを上げてくだ 
さい 

ボタン穴かびりレバーび下びった状態で、ボタン穴かびり-かんどめ-ダー 
ニング外の模様を選択して、スタート/ストップスイッチ-返しめいス 
イッチを巧したとさ 

BH レバーを下げてくだ 
さい 

ボタン穴かびりレバーび上びった状態で、ボタン穴かびり-かんどめ-ダー 
ニングを選択して、スタート/ストップスイッチ-返しめいスイッチを押し 
たとさ 

模様を選んでください 

模様をびすベて削除された状態で、スタート/ストップスイッチ-返しめい 
スイッチを巧したとさ 

記憶中 

模様の記憶中 

下糸卷中 

下糸巻さ装置で下糸卷さ動作中 

これ上組合せできま 
せん 

71 個！;(上の模様を組み合わせよラとしたとさ 

振り幅調節を OFF して 
<ださい 

振り幅コント□ールび ON の場合に、フットコント□ーラーを接続せずにス 
タート/ストップスイッチを巧したとさ 

2 本針モードです 

2 本針の設定びしてある場合に、 2 本針び使用でさない模様を選択したとさ 

+び巧されていません 
模様びさえます 
后)いいえ冷はい 

2 つ上の模様を組み合わせた状態で、先頭の模様を選ぼラとしたとさ 

変更できません 

選択した模様で、変更でさない項目を押したとさ 


136 



























液晶画面に何を表示をれないとを> 

電源を入れてち液晶画面に何ち表示されないとさは、 
画面の明るさび明るすざる、または暗すざるとさで 
す。その場合は、 iu 下の操作をしてください。 

9 いったん電源を切りまず。 



©表示 パネルの@ (もどるキー）を押し 
^ なげら、 電源を入れます。 


糸調子を簡単に変えたいとを > 

上糸調子び簡単に調節びできるように、 S シンの設 
定を変更できます。 

Q いったん電源を切ります。 



@ 表示パネルの® (設定キー）を押しな 
が5、電源を入れます。 


© ◄(-) または ► (+) を押しまず。 

液晶画面に表示されている内容び見える 
明るさにします。 


〇 いったん電源を切ってか5、もう一度電 
源を入れ直します。 


e 


r ピッ」と音が鳴った!5 、 （D (設定キー) 
か!5手を離します。 


>ダイレクト選択キーで上糸調テび変更でさる 
よラになります。 

■ 上糸調子を弱くするとき 

表示パネルの u を押します。 

■ 上糸調子を強くするとき 

表示パネルの ini を押します。 





参この設定は、電源を切っても解除されません。 

♦ この設定をすると、このキーで模様の選択はでさ 
なくなります。模様を選択するキーとして使用す 
る場合は、をう一度上記の操作を行います。 
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付録 


品2立 

电ナ曰 



キーを操作しているとさや、まちびった操作をした 
とさなどに、電子音び鳴ります。 

■ 正しい操作をしたとき 

「ピッ」と鳴ります。 

■ まちがった操作をしたとさ 

「ピッピッ」または「ピッピッピッピッ」と鳴り 
9 〇 


■糸がか5むなど、ミシンが□ックしたとき 

「ピッピッピッ•- •」と4秒間鳴り続けます。ミ 
シンは自動的に止まり、4秒経過すると操作可能 
な状態にもどります。 

必ず原因を確認して改善してから、再開して< 
ださい。 


>電子音を設定する画面び表示されます。 


趣_ 

15 <]>5)卫 B ) 日 FFI 


© ► を押して OFF を反輯表示させます。 

◄を押すと、日 N にもどります。 


延…— 
15 りを 


ON 


>電子音び鳴らないよラに設定されます。 


© ® (OK キー）を押します。 


>最初の画面にもどります。 


電子音を消したし、とを ^ 上ふたがかれたとま 



購入時は、表示パネルのキーを操作すると音び鳴る 
ように設定されています。この音を鳴らないように 
変更でさます。 


本体上のふたび外れたときは、 iU 下の手順で取り付 
けます。 



© 表示パネルの® (設定キー）を押します。 


〇 


上ふたを上か5押して、本体に取り付け 
ます。 


>設定画面び表示されます。 


® ► (矢 E ロキ ー） を押して、 

W を反!歲ホさせます。 


口の 


西罰こ W 


謂 I 


<] を 



(0 K キ -) を押します。 
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アフターサービス 

修理を依頼するときや部品を購入するときは、お買い上げの販売店、または「ミシン]] 9番」（フ U —ダイ 
ヤル日] 2日-34日-233)、お客様相談室にお問い合わせください。 

■ 保証書について 

ご購入の際、保証書にお買い上げ曰、販売店名などび記入してあるかご確認の上、販売店で受け取ってく 
ださい。保証書の内容をよくお読みいたださ、大切に保管してください。（保証書は外箱に付いています。） 
また無料修理保証期間は、お買い上げ日より]年間です。それ I ソ後の修理につい口ま、お買い上げの販売店、 
または下記の「ミシン]] 9番」、お客様相談室にお問い合わせください。 

■ ミシン119番 

ミシンの使い方やトラブルに対するご相談、修理の受け付けはにシン119番」（フ U - ダイヤル0に 0- 
340-233) までお問い合わせください。 

■ お客様相談室 

本製品についての、使いちやアフターサービスについてご不明の場合は 

お買い上げの「販売店」または「お客様相談室（ミシン]] 9番)」までお問い合わせください。 

干 467-8577 愛知県名ち屋市瑞穂区苗代町]己- 1 
お客様相談室（ミシン 119 番）： Tel : 0] 20-340- S 33 

Fax :〇が能 4-303] 

営業時間：月曜日〜金曜日9 : 00〜17 : 30 

±曜日 9 : 00〜12 : 00/13 : 00〜17 : 00 

(祝祭曰、ブラヴー販売（株）休曰を除く） 

い ぉ願ぃ） 

参ブラヴー製品についてのご意見、ご要望は、お買い上げの販売店、または上記「ミシン] ]9 番」、お客様相談室 
にご連絡ください。 

♦上記の電話番号および住所は、都合により変更する場合びありますので、ご了承ください。 


困つたとキ J 
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付録 




仕様 


W 


本が仕様 



頂目 


仕様 

本体寸法 

幅43已 mm X 高さ 287 mm X 奥行2日 ] mm 

ケースセツト寸法 

幅 468 mm X 高さ306 mm X 奥行22已 mm 

製品 質量 

8 k 呂（ケース付き： 9.5 kg ) 

めい速度 

毎分7日〜8已日針 

使用ミシン針 

家庭用ミシン針 HAX ] 

ランプ 

白色発光ダイオ- 

-K 

搭載模様数 

実用 

飾り 

サテンステッチ 
ク□スステッチ 
飾りサテン 
アルファベット 
ひらびな 
カタカナ 
漢字 

67 

31 

16 

己 

10 

已已 X 3書イ本 

98 

98 

43 
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記号 


2 本針 . 2, 32, 38 

0 

日 K キー . 表紙 E 

P 

PL . 7 

Q 

Q&A . 133 

ア 

7-ム . 44 

アイレッ h . 103 

あき止まり . 99 

アップ U ヶ . 92 

厚地をめう . 6己 

圧力 . 41 

アフターサービス . 139 

綾巻き . 23, 29 

安全にお使いいただくために . 7 

斗 

糸案内カバー . 表紙 B ， 24, 3日 

糸案内皿 . 表紙じ 3] 

糸案内板 . 表紙目，24, 3日 

糸切り . 表紙目，己己 

糸切りスイッチ . 表紙 D ， 己己 

糸こま押え . 表紙 A ， 23, 29 

糸こまネット . 1，34 

糸たて棒 . 表紙目，23, 29 

糸調テ . 56,137 

糸通し装置 . 31 

糸通しレバー . 表紙目， 3] 


ヴ 


ェ 


み 曰曰 画面 . 

エラーメッセージ 

才 


お客様相談室…. 

送り歯 . 

押え . 

押え圧ダイヤル 

押えの圧力 ........ 

押えホルダー.… 
押え レバー ........ 

お手入れ . 


表紙 E ， 16,137 
. 136 
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表紙 C 


表紙じ1，39 


表紙じ41 
. 41 


表紙じ4日 


表紙 D 
.. 131 


力 


カーブをめラ . 64 

ガイド付巧え . 表紙 F 

ガイドミゾ . 24 

返しめし^ . 己3 

返しめいスイッチ . 表紙 D ， 己3 

飾りサテン . 112 

片巧え .1. 86 

片返し . 87 

カッター . 2己 

角をめう . 64 

蓋 . 26,131 

画面の明るさ . 2日，137 

換気口 . 表紙 C 

かんどめ . 99 

キ 

言己1意 . 63,120 

基線 . 76 

巧線をめラ . 64 

キルター . 表紙 F ， 96 

キルティング . 9己 

キルト巧え . 表紙 F ， 96 



引 


ウィングニードル… 

上ふた . 

ウ オー キングフット 

受け座 . 

薄地をめう . 

内蓋 . 

上糸 . 

上糸調テ . 


. 109 

表紙巨，29,138 
... 表紙 F ， 42, 9已 

. 24 

. 66 

. 132 

. 28 

. 已6，137 


ク 


組み合わせ . 113 

組み合せキー . 表紙 E 

<0返し . 114 

クレイジーキルト . 94 

ク□スステッチ . 112 
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ケ 


ソ 


サイズ . 116 

サイドカッター押え . 表紙!=，73 

削除キー . 表紙 E 

サテンステッチ . 112 

サテンめい . 98 

兰重めい . 99 

シ 

シェルタック . 107 

ジ'グヴク甲又 . 1, 72, 75, 90, 93,105 

下糸 . 22 

下糸巻さ案内 . 表紙目，24 

下糸巻軸バネ . 23 

下糸巻さ装置 . 表紙目，22 

下糸を引さ出す . 3己 

しっけ . 75 

自動糸切り . 61 

自重力返しめし、 . 60 

自動止めめい . 60 

地めい . 7己 

シャッター . 30 

仕様 . 140 

伸縮めい . 90 

ス 

スカラップ . 106 

すそ上げ . 77 

スタート . 己] 

スタート/ストップスイッチ . 表紙 D ， 己] 

ストッパー . 38 

スピードコント□ールレバー...表紙 B ， 表紙 D ， 98 
スモッキング . 106 

セ 

設定キー . 表紙 E ， 18 

設定項目 . 18 

設定値の登録 . 63 

前面 . 表紙 B 


ダーニング . 101 

ダイレクト選択キー . 表紙 E 

たち目かび0 . 71 

たち目かびり押え . 1，71 

試しめい . 64 

チ 

チーズ巻さ . 23, 29 

調整 . 121 

直線めい . 7己 

ツ 

使いち . 17 

使いちキー . 表紙 E ， 17 

つさ合わせ . 86,108 

つ < ろいめい . 101 

筒ちの . 44 

胃源 . 14 

電源コード . 表紙じ1己 

電源コンセント . 15 

電源スイッチ . 表紙じ ] 己 

電源プラグ . 15 

電子音 . 138 

点線ジグヴグ . 90 

添付品 . 表紙 A 

卜 

登録 . に日 

特胃 . 3 

止めめし^ . 已3, 60 

止めネジ . 38 

ドライバー . 表紙 A ， 38 

トラブル . 133 

取扱説明書 . 表紙 A 

取扱説明ビデオ . 表紙 A 

トレイ . 2 

ド□ップレバー . 表紙じ97 

ド□ンワーク . 110 


□ム テープ 付け 
つンセント ....... 

ヴ 


操作音 . 138 

操作スイッチ . 表紙 D 

掃除 . 131 

mjs . . 已 1 

側面 . 表紙 C 

そで付け . 99 


夕 


ケース . 表紙 A 

誦 . 21 

□ 


g 巧 
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ナ 


長さ . 

ヌ 

めいしろの始末 . 

めし" i しろの幅をそろえる 

布地のセット . 

布地を送らない . 

ノ 


伸びる布地 

J\ 


八ードヶース .... 

背面 . 

パッチワーク .... 

はとめ穴 . 

はとめ穴パンチ 

巾畐 . 

早見表 . 

針板 . 

針板ふた . 

針位置 . 

張りび強い糸.… 
針上下スイッチ 
針停止位置 ........ 

針の交換 . 

針棒糸かけ . 

反転 . 

八ンドル . 

ヒ 


已9，118 


71 
66 
己0 

96 


66, 90 


. 表紙 A 

. 表紙 C 

. 94 

. 103 

.…….1, 82,103 

. 己8 

. 表紙 A 

. 表紙 C ， 66 

表紙じ26,131 

. 58, 76 

. 34 

. 表紙 D ， 29 

. 20 

. 37 

. 表紙 C ， 30 

. 119 

. 表紙 C 


ピーシング . 94 

表示言語 . 21 

表示パネル . 表紙 E 

フ 

プー U —. 表紙じ日日 

ファゴティング . 105 

ファスナー付け . 86 

付属品 . 表紙 A 

フットコント□ーラー . 表紙 A ， 已] 

フットコント□ーラージャック . 表紙に 

フ U — アーム . 44 

フ U —モーションキルト . 96 

振り幅 . 58 

振り幅コント□ール . 98 

プ□グラム糸切り . 61 


へ 


ヘアルーム . 

. 109 

別売オプション . 

. 表紙 F 

ホ 


ち向を変える . 

. 64 

補強 . 

. 99 

ポケット . 

. 120 

ポケッ hn . 

. 99 

補助糸たて棒 . 

. 表紙 A , 32 

保証書 . 

. 表紙 A , 139 

補助テーブル . 

. 表紙巨，44 

ボタン穴かびり . 

. 79 

ボタン穴かびり押え ...... 

. 1, 80,100,101 

ボタン穴かびりレバー.. 

...表紙 C ， 81，100,102 

ボタン付け . 

. 84 

ボタン付け巧え . 

. 1, 84 

ボタンホール . 

. 79 

ほつれ止め . 

. 53, 71 

ボビン . 

. 1, 22 

ボビン受け座 . 

. 24 

本体 . 

. 表紙 A 

7 


まつりめい . 

. 77 

まつりめい押え . 

.1. 77 



ミシン]]9番 . 

. 139 

ミシンの使いち . 

. 17 

ミシン針 . 

. 1, 36 

ミシンブラシ . 

. 1，132 

密度 . 

. 117 

メ 


名称 . 

. 表紙 B 

モ 



ちどるキー . 

模様選択キー ........ 

模様めい押え ........ 

模様の大ささ ........ 

模様の確認 . 

模様の記憶 . 

模様の組み合わせ 
模様のくり返し.... 

模様の設定 . 

模様の選択 . 

模様の調整 . 

模様の長さ . 


. 表紙 E 

...... 表紙 E ， 69 

1，103,112 

. 116 

. 115 

. に0 

. 113 

. 114 

. 124 

. 68, 69 

. 121 

. 118 
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模様の幅... 
模様の反転 
模様の密度 


..已8 

119 
117 


ヤ 


矢印キー . 

3 

. 表紙 E 

呼び出し . 

. 120 

U 


IJ 、ソ パー . 

.] .只 P 

9 


ワイド テーブル . 表紙! =， 44 
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オプション品として、じ(下の製品を用意しています。 


■ワイドテーブル 

大きな布地をめうときに使用すると便利です。 
馆 品コード ： XC 454]-05]) 



■ ウ オー キングフット 

ビニールや皮など、すべりにくい布地をめうと 
きに使用します。（部品コード: X 81 に己-日日]) 



■ キルト押え 

フ U —モーシヨンキルトをするときに使用しま 
す。（部品コード： XC 1948-002) 



■ キルター 

ウ オー キングフットや押えホルダーのキルター 
用の穴に差し込んで使用します。キルティング 
をするとさに、めい目を等間隔にそろえてめう 
ことびできます。（部品コード: XC 22] 己-日日 S ) 



■ ガイド付押え 

ガイドを布端に合わせて調節し、一定の幅のめ 
いしろでめうことびでさます（部品コード： 
XC 1957-002) 



■ サイドカッター押え 

布地の端を切りなびら、たち目かびりなどをす 
るときに使用します。馆 P 品〕ード： XC 3879- 
002 ) 




参オプシヨン品’部品については、お買い上げの販 
売店、または「ミシン]]9番」（フ U - ダイヤル 
0120-340-233) にお問い合わせください。 


表紙 F 













アフターサービス 


•ご購入の際、販売店でお渡しする保証書は大切に保管してください。 

•無料修理保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。詳しくは保証書をご覧ください。 
それ!;«参の修理については、お買い上げの販売店、または下記の 「S シン]] 9番」、 
お客様相談室にご相談ください。 

•当社はこの S シンの補修用性能部品を、製造打ち切り後最低8年間保有しています。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

•アフターサービスについてご不明の場合は、お買い上げの販売店、または下記の「ミシ 
ン]] 9番」、お客様相談室へお問い合わせください。 

■ ミシン119番フリーダイヤル01 2 〇-3 4 〇- 2 33 ■ 

•ブラヴーミシンの使い方やアフターサービスについてご不明の場合は、お買い上げの販 
売店、または「ミシン]]9番」までお問い合わせください。 

• 「ミシン]] 9番」ではミシンの使い方やトラブルに対するご相談、修理の受け付けを行 
つております。 


お客様相談室 


本製品についての、使い方やアフターサービスについてご不明の場合は 
お買い上げの「販売店」または「お客様相談室（ミシン]]9番）」までお問い合わせく 
ださい。 

干 467-8577 愛知県名ち屋市瑞穂区苗代町1己-1 
お客様相談室（ミシン119番）； Tel: 0120 -340-233 

Fax:0 が 8S4-303] 

営業時間：月曜曰〜金曜曰 9:00-17:30 

±曜日 9:00-12： 00/13 ： 00 -17 ： 00 

(祝祭日、ブラヴー販売(株）休日を除く） 

♦ブラヴー製品についてのご意見、ご要望は、お買い上げの販売店、または上記「ミシン]] 9番」、 
お客様相談室にご連絡ください。 

♦上記の電話番号および住所は、都合により変更する場合びありますので、ご了承ください。 


ホームぺージ 


•ブラヴーエ業のホームページでは、家庭用ミシンに関する様々な情報を掲載しております。 

(URL; http://www.brother.co.jp 


フラサーエ業巧巧ちな ぉ®ち 

愛知県名古屋巿瑞穂区苗代町 1 5-1 干 467-8561 


114-S54, S56 
XC4499-021@ 
Printed in China 





